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本 社： 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
新宿センタービル 50 階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東京都新宿区西新宿 1-25-1-46F
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西 10-4
仙 台 営 業 所 宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 二 日 町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
宇 都 宮 営 業 所 栃木県宇都宮市東今泉 1-1-38
高 崎 営 業 所 群 馬 県 高 崎 市 八 島 町 68-17
土 浦 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 永 国 1044-1
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-9-4
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相 模 原 営 業 所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台 2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
甲 府 営 業 所 山 梨 県 甲 府 市 下 石 田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市東区西塚町 325-1
名 古 屋 営 業 所 愛知県名古屋市東区葵 3-15-31
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町 566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市中央区東高麗橋 1-6
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４- １７
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区東比恵 3-11-3
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿 児 島 営 業 所 鹿児島県鹿児島市西千石町 1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 / 編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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愛
知
県
名
古
屋
市
で
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ
た
昨
年
は
、
国
連

が
定
め
た
国
際
生
物
多
様
性
年
だ
っ
た
。
年
が
明
け
今
年
２
０
１
１
年
は
、
国
際
森
林
年
。
さ
ら
に
来
年
の

２
０
１
２
年
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
ル
ー
ル
を
定
め
た
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
の
最
後
の

年
を
迎
え
る
。
数
年
来
高
ま
り
を
み
せ
る
環
境
保
全
の
機
運
は
今
年
も
継
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
だ
。

る
。
実
際
、
１
９
９
０
年
か

ら
２
０
０
０
年
ま
で
の
10
年

間
で
熱
帯
地
域
の
森
林
が
日

本
の
国
土
面
積
の
３
倍
以
上

も
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
国

連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

の
統
計
も
あ
り
、
生
物
多
様

性
の
減
少
や
地
球
温
暖
化
に

も
密
接
に
か
ら
む
森
林
保
全

の
問
題
は
地
球
規
模
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い

る
。

　

今
年
締
結
40
周
年
を
迎
え

る
世
界
の
湿
地
保
全
が
目
的

の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
も
、

そ
の
事
務
局
が
２
０
１
１
年

の
世
界
湿
地
の
日
（
２
月
２

年
の
国
際
森
林
年
へ
の
架
け

橋
と
な
る
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

国
際
森
林
年
の
公
式
な
ス

タ
ー
ト
は
２
０
１
１
年
１
月

24
日
か
ら
２
月
４
日
に
か
け

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ
れ

る
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

９
回
会
合
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｆ
９
）

か
ら
と
な
る
が
、
世
界
の
森

林
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

機
運
は
す
で
に
高
ま
っ
て
い

　

２
０
０
６
年
12
月
の
国
連

総
会
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
発

意
に
よ
り
、
国
際
生
物
多
様

性
年
に
続
く
２
０
１
１
年
を

「
国
際
森
林
年
」
に
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
０
年
12

月
、
石
川
県
の
金
沢
で
生
物

多
様
性
年
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
組
み

込
ま
れ
た
の
が
、
２
０
１
１

日
）
の
テ
ー
マ
を
「
森
林
と

湿
地
」
に
決
め
、
国
際
森
林

年
の
趣
旨
に
賛
同
。
国
際
森

林
年
の
実
施
窓
口
で
あ
る
Ｕ

▼
国
際
年

　

国
連
に
よ
っ
て
議
決
・
採

決
さ
れ
る
。
特
定
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
国
連
を
は
じ
め

全
世
界
の
団
体
や
個
人
に
取

り
組
み
を
呼
び
掛
け
１
年
間

を
通
じ
て
活
動
を
行
う
。
国

際
年
が
定
め
ら
れ
る
と
、
各

国
政
府
に
は
国
内
委
員
会
の

設
置
や
行
動
計
画
の
作
成
が

要
請
さ
れ
る
。

　

最
初
の
国
際
年
は
、
１
９

５
７
年
の
「
国
際
地
球
観
測

年
」
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
２

０
０
９
年
は
「
世
界
天
文

年
」、
２
０
１
２
年
は
「
国

際
協
同
組
合
年
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｆ
Ｆ
で
も
国
際
森
林
映
画

祭
を
企
画
し
作
品
を
募
集
。

そ
こ
で
選
ば
れ
た
受
賞
作
品

は
国
際
森
林
年
の
開
始
式
で

１
９
２
カ
国
の
代
表
団
に
対

し
て
上
映
さ
れ
る
。

　

森
林
保
全
を
テ
ー
マ
に
国

際
社
会
の
環
境
意
識
が
盛
り

年
は
あ
っ
た
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
定

め
た
１
９
８
５
年
の
こ
と
。

こ
の
と
き
日
本
国
内
で
は
記

念
の
森
造
成
事
業
な
ど
が
各

地
で
実
施
さ
れ
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
た
。
今
回

の
国
際
森
林
年
が
前
回
以
上

の
高
ま
り
と
な
り
、
生
物
多

様
性
の
保
全
、
地
球
温
暖
化

問
題
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

上
が
る
１
年
が
過
ぎ
れ
ば
、

次
に
迎
え
る
２
０
１
２
年
は

京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期

間
（
２
０
０
８
〜
２
０
１
２

年
）
の
最
後
の
年
。
定
め
ら

れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

量
を
達
成
で
き
る
か
ど
う
か

が
そ
の
１
年
で
決
ま
る
。
生

物
多
様
性
年
か
ら
続
く
流
れ

は
節
目
の
時
期
に
あ
る
。

　

実
は
過
去
に
も
国
際
森
林

生
物
多
様
性
か
ら
森
林
へ

国
際
的
環
境
保
全
の
機
運
続
く

国際森林年関連の動き

名
古
屋
議
定
書
を
採
択

生
物
多
様
性
保
全
の
新
た
な
目
標
も

COP10

込
ま
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
生
物
を
採
取
す
る
と
き

事
前
に
原
産
国
の
同
意
を
得

る
こ
と
、
利
益
配
分
の
方
法

は
当
事
者
間
で
契
約
す
る
こ

を
持
っ
た
国
際
的
ル
ー
ル
。

植
物
や
微
生
物
な
ど
の
生
物

資
源
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る

利
益
を
そ
の
原
産
国
に
も
公

平
に
分
配
す
る
内
容
が
盛
り

　
「
名
古
屋
議
定
書
」
は
日

本
で
は
２
０
１
１
年
秋
以
降

に
批
准
す
る
見
通
し
。
議
定

書
は
50
カ
国
の
批
准
で
90
日

後
に
発
効
す
る
法
的
拘
束
力

と
、
生
物
を
も
と
に
企
業
が

独
自
に
開
発
し
た
「
派
生

物
」
も
対
象
と
す
る
こ
と
な

ど
。
協
議
の
段
階
で
は
発
展

途
上
国
と
先
進
国
と
の
意
見

が
対
立
し
、
採
択
も
危
ぶ
ま

れ
た
が
、
最
終
日
に
議
長
国

で
あ
る
日
本
が
妥
協
案
を
提

示
し
、
こ
の
案
が
名
古
屋
議

定
書
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　

名
古
屋
議
定
書
と
と
も
に

採
択
さ
れ
た
「
愛
知
タ
ー
ゲ

ッ
ト
」
は
、
２
０
１
１
年
以

降
の
生
物
多
様
性
保
全
の
努

力
目
標
を
示
し
た
も
の
。
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
生
物
の
多
様

性
を
保
護
す
る
た
め
早
急
に

実
効
的
な
行
動
を
起
こ
す
と

い
う
趣
旨
。
世
界
各
国
で
自

然
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い

る
割
合
が
、
現
在
は
陸
地
で

約
13
％
、
海
で
は
約
１
％
だ

け
し
か
な
い
総
面
積
を
少
な

く
と
も
、
陸
で
は
17
％
、
海

は
10
％
ま
で
引
き
上
げ
る
と

い
っ
た
目
標
の
ほ
か
、
20
の

個
別
目
標
が
合
意
さ
れ
た
。

　

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
合
わ

せ
開
催
さ
れ
た
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
は
過
去
最
大
の
約
３
５

０
。
隣
接
会
場
で
開
か
れ
た

「
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア
」

に
は
11
万
８
０
０
０
人
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
っ
た
。
次

回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
は
、
２
０
１

２
年
、
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

る
予
定
。

資
金
供
給
制
度
、リ
ー
ス
保
険
制
度
創
設

太
陽
光
、エコ
カ
ー
な
ど
普
及
促
進
へ

低炭素投資促進法

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ 

─
─

昨
年
の
成
果
と
２
０
１
１
年
の
展
望

早
稲
田
大
学 

理
工
学
術
院
教
授  

横
山
隆
一

　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
が
大

き
か
っ
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
ブ
ー
ム
が
ひ
と
段
落
し
、

そ
の
日
本
型
実
現
版
と
し

て
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
ム
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
は
、
実
デ
ー
タ

収
集
と
こ
れ
ら
を
マ
ネ
ー
ジ

す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
証
が
必

要
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
試

行
を
産
業
、
住
民
、
自
治
体

な
ど
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
実
際
の
「
地
域
」
で
行
い
、

民
生
・
運
輸
部
門
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
削
減
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。
さ
ら
に
既
存
の
電

力
系
統
全
体
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

相
互
補
完
関
係
（
電
力
の
余

剰
や
不
足
が
発
生
す
る
と
き

の
地
域
側
で
の
蓄
電
や
需
要

側
の
負
荷
制
御
な
ど
）
の
確

立
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、経
済
産
業
省
は
、

提
案
の
あ
っ
た
20
地
域
の
中

か
ら
、
横
浜
市
、
豊
田
市
、

京
都
府
（
け
い
は
ん
な
学
研

都
市
）、
北
九
州
市
の
４
地

域
を「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
地
域
」

と
し
て
選
定
し
、
２
０
１
０

年
９
月
に
国
内
で
の
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
２
０
１
４
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
わ
た
り
、
別
名

「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
構
築
実
験
を
実
施
す
る
も

の
で
、
こ
れ
ら
は
昨
年
の
大

き
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
中
に
予
算
規
模
７
４

０
億
円
と
も
い
わ
れ
る
神
奈

川
県
横
浜
市
の
大
都
市
・
大

規
模
実
証
型
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減
（
２
０
２
５
年
ま
で
に

04
年
比
で
30
％
削
減
）
を
目

的
と
し
て
、
企
業
が
持
つ
英

知
を
横
浜
に
結
集
さ
せ
、
新

社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

海
外
へ
展
開
す
る
。

　

さ
ら
に
、
経
済
産
業
省
は

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
核
に

し
た
環
境
配
慮
型
都
市
づ
く

り
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
築
に
つ
い
て
２
０

１
１
年
以
降
、
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
地
域
を
念
頭
に
置
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
・
展

開
の
可
能
性
も
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
の
４
地

域
で
日
本
企
業
グ
ル
ー
プ
が

具
体
化
に
向
け
始
動
し
た
こ

と
を
受
け
た
動
き
だ
。

　

一
方
、
欧
州
で
は
地
中
海

連
合
（
Ｕ
ｆ
Ｍ
）
が
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
エ
ジ
プ

ト
、
モ
ロ
ッ
コ
に
い
た
る
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ａ
諸
国
を
含
む
地
中
海

沿
岸
地
域
で
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
生
か

し
た
大
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ラ
ン
ト
を
建
設
す
る
地
中
海

ソ
ー
ラ
ー
プ
ラ
ン
を
２
０
０

８
年
７
月
に
発
足
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
ド
イ
ツ
が
中
心
と

な
り
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
大
規
模

太
陽
熱
プ
ラ
ン
ト
を
建
設

し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
欧

州
全
域
の
15
％
に
相
当
す
る

電
力
を
調
達
す
る
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
計
画
も
あ
る
。

　

期
待
先
行
だ
っ
た
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
が
諸
地
域
の
特

性
を
生
か
す
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て

具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今

後
の
展
開
が
見
逃
せ
な
い
。

▼
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

略
称
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｆ
。
健

全
な
森
林
生
態
系
を
維
持

し
、
永
続
的
に
人
類
が
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
（
持
続
可
能
な

森
林
経
営
）
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
な
ど
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
国
連
の
機

関
。
２
０
０
０
年
の
森
林

政
府
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ

Ｆ
Ｆ
）
第
４
回
会
合
で
各

国
が
設
置
に
合
意
。
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｆ
の
第
１
回
会
合
は
２

０
０
１
年
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。
法
的
な
拘
束
力
の

あ
る
国
際
ル
ー
ル
の
策
定
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

▼
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

　

１
９
７
１
年
に
採
択
さ
れ

１
９
７
５
年
に
発
効
し
た
国

際
条
約
。
日
本
は
１
９
８
０

年
に
署
名
。
正
式
名
称
は

「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し

て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に

関
す
る
条
約
」。
条
約
が
採

択
さ
れ
た
イ
ラ
ン
の
町
・
ラ

ム
サ
ー
ル
に
ち
な
ん
で
こ
の

名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
豊

富
な
生
物
を
育
む
湿
地
を
各

国
が
協
力
し
て
保
全
し
、
賢

明
な
利
用
を
進
め
る
こ
と
が

目
的
。
締
約
国
に
は
、
国
際

的
に
重
要
な
湿
地
の
登
録
や

そ
の
保
全
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。
２
０
１
０
年
９
月
現
在

の
加
盟
国
は
１
６
０
カ

国
、
登
録
さ
れ
て
い
る
湿

地
は
１
８
９
８
カ
所
。

▼
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質

　

ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン
、
ハ
ロ
ン
、
四
塩
化

炭
素
、1,1,1-

ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
タ
ン
、
ハ
イ
ド
ロ
ク

ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ

ン
、
ハ
イ
ド
ロ
ブ
ロ
モ
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
ブ
ロ

モ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
臭
化

メ
チ
ル
な
ど
の
オ
ゾ
ン
層

を
破
壊
す
る
物
質
。
ま
た

ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン
、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ

ー
ボ
ン
、
六
フ
ッ
化
硫
黄

は
オ
ゾ
ン
層
は
破
壊
し
な

い
が
、
強
力
な
温
室
効
果

ガ
ス
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

2010 年秋季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
タ
ツ

ジ
ン
」
が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「タツジン」
（達人）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

　

経
済
学
の

理
論
か
ら
環

境
問
題
ま
で

広
く
引
き
合

い
に
出
さ
れ

る
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」。

既
知
の
読
者
も
多
い
だ
ろ
う

が
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

▼
１
９
６
８
年
に
生
物
学
者

の
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ

ン
が
雑
誌
「
サ
イ
エ
ン
ス
」

に
発
表
し
た
理
論
。
誰
も
が

自
由
に
利
用
で
き
る
オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
の
共
有
地
（
コ

モ
ン
ズ
）
で
、
人
が
示
す
行

動
を
表
し
て
い
る
。

▼
牧
草
地
で
あ
る
コ
モ
ン
ズ

で
、
複
数
の
牛
飼
い
が
放
牧

を
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

牛
飼
い
は
、
自
己
の
利
益
を

増
加
さ
せ
よ
う
と
、
放
牧
す

る
牛
の
数
を
増
や
す
。
増
や

し
た
分
だ
け
、
そ
の
牛
の
所

有
者
は
利
益
が
増
え
る
。
自

由
に
利
用
で
き
る
場
所
だ
け

に
、
牛
飼
い
た
ち
は
わ
れ
先

に
と
放
牧
す
る
数
を
増
や
し

て
い
く
。
や
が
て
、
そ
の
共

有
地
は
、
大
量
の
牛
に
牧
草

が
食
い
尽
く
さ
れ
、
誰
も
牛

を
飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
「
コ

モ
ン
ズ
の
悲
劇
」
だ
。

▼
多
く
の
文
献
で
は
、
地
球

全
体
の
自
然
環
境
を
グ
ロ
ー

バ
ル
な
「
コ
モ
ン
ズ
」
に
見

立
て
環
境
破
壊
へ
の
警
告
と

し
て
い
る
。

▼
物
語
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の

途
中
に
適
切
な
伏
線
を
用
意

し
て
お
け
ば
、
結
末
を
変
更

し
て
も
整
合
で
き
る
。
悲
劇

の
結
末
で
は
な
く
、
笑
顔
で

迎
え
ら
れ
る
未
来
の
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
た
め
の
伏
線
。
そ

れ
を
用
意
す
る
最
適
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
来
た
。
今
年
は
国

連
が
定
め
た
国
際
森
林
年
。

環境・電気
ニュースサイト

本紙紙面と連動
役に立つ

エコ情報が満載

環境市場新聞
econews.jp
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環
境
省
で
は
、
２
０
１
１

年
版
環
境
白
書
の
表
紙
な
ど

に
使
用
す
る
絵
画
の
公
募
を

行
っ
て
い
る
。
締
切
は
２
０

１
１
年
１
月
15
日
（
当
日
消

印
有
効
）。「
環
境
白
書
表
紙

絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
１
９
９

９
年
版
環
境
白
書
か
ら
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
13
回

目
と
な
る
。

　

環
境
白
書
は
、
政
府
が
閣

議
決
定
を
経
て
毎
年
公
表
す

る
も
の
で
、
地
球
温
暖
化
問

題
や
循
環
型
社
会
の
形
成
、

生
物
多
様
性
な
ど
の
環
境
分

野
に
つ
い
て
概
況
や
施
策
を

報
告
す
る
内
容
。
今
回
も
例

年
ど
お
り
６
月
に
発
行
さ
れ

る
予
定
。

　

今
回
募
集
す
る
絵
画
の
テ

ー
マ
は
「
環
境
に
や
さ
し
い

社
会
」。
例
と
し
て
「
私
た

ち
に
で
き
る
環
境
に
や
さ
し

い
こ
と
」「
地
球
環
境
と
私

た
ち
の
未
来
」
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

部
門
は
以
下
の
３
つ
。
小

学
生
お
よ
び
中
学
生
を
対
象

に
し
た「
小
・
中
学
生
の
部
」、

中
学
校
卒
業
以
上
の
「
一
般

の
部
」、
プ
ロ
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
や
美
術
教
員
な
ど

を
対
象
に
し
た
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
部
」。
い
ず
れ
も
四

つ
切
り
画
用
紙
サ
イ
ズ
の
紙

を
縦
長
に
使
っ
た
も
の
の
大

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
さ
れ
る

予
定
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
作
品
に
は
環
境
大
臣
賞
が

贈
ら
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
は
、

東
京
都
新
宿
区
四
谷
４
─
３

ケ
イ
ア
イ
四
谷
ビ
ル 

株
式

会
社
オ
ー
エ
ム
シ
ー
「
環
境

白
書
表
紙
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」

係
。
応
募
に
は
応
募
票
の
記

入
な
ど
も
必
要
に
な
る
。
詳

し
く
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
の
こ
と
。

き
さ
。
作
中
に
文
字
を
入
れ

な
い
、
写
真
は
使
用
し
な
い

な
ど
の
制
約
も
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
２
月
に
入
賞

作
品
の
選
定
が
行
わ
れ
、
続

く
３
月
に
環
境
省
の
ホ
ー
ム

　

２
０
１
０
年
５
月
に
公
布

さ
れ
て
い
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び

製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」（
低
炭
素
投

資
促
進
法
）
が
同
年
８
月
に

施
行
さ
れ
た
。
低
炭
素
投
資

促
進
法
は
、
日
本
の
経
済
成

長
の
柱
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
環
境
分
野
の
産
業
育
成

と
、
産
業
界
全
体
が
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
向
か

う
低
炭
素
化
の
促
進
を
目
的

に
し
た
法
律
。

　

法
律
で
は
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
や
電
気
自
動
車
、
蓄
電
池

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
低
炭

素
製
品
（
法
律
の
条
文
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合

製
品
）」
の
普
及
を
促
進
す

る
た
め
、
２
つ
の
支
援
措
置

が
設
け
ら
れ
た
。

　

１
つ
は
、
低
炭
素
製
品
の

開
発
や
製
造
を
行
う
事
業
者

に
対
し
て
、
低
利
で
長
期
の

資
金
を
供
給
す
る
こ
と
。
そ

の
た
め
創
設
さ
れ
る
制
度

は
、
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
ロ
ー
ン

と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
で
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
低

利
・
長
期
の
資
金
供
給
を
受

け
た
指
定
金
融
機
関
が
、
事

業
者
に
融
資
す
る
方
法
。
も

う
１
つ
は
、
中
小
企
業
な
ど

に
対
し
て
、
低
炭
素
製
品
の

導
入
を
容
易
に
す
る
措
置
。

そ
の
た
め
創
設
さ
れ
る
の
は

リ
ー
ス
保
険
制
度
。
国
が
リ

ー
ス
保
険
を
行
う
指
定
法
人

を
定
め
る
。
低
炭
素
製
品
を

導
入
す
る
事
業
者
と
リ
ー
ス

契
約
を
結
ぶ
リ
ー
ス
会
社

は
、
指
定
法
人
と
保
険
契
約

を
結
ぶ
こ
と
で
、
リ
ー
ス
料

金
の
回
収
が
不
可
能
に
な
っ

た
場
合
で
も
残
リ
ー
ス
料
の

一
部
を
回
収
で
き
る
。

　

支
援
措
置
の
対
象
と
な
る

低
炭
素
製
品
は
、
化
石
燃
料

を
使
わ
な
い
発
電
設
備
か

ら
、
省
エ
ネ
型
の
工
業
用
機

械
、
エ
コ
カ
ー
や
家
電
な
ど

約
80
製
品
に
の
ぼ
る
。

International Year of Forests
１９８５年

FAO が定めた国際森林年
記念の森造成事業など盛り上がり

2006 年 12 月
2011 年を国際森林年にすることが国連
総会で決定

2010 年 12 月
金沢で国際生物多様性年のクロージング
イベントを開催
クロージングイベントと同時に国際森林年
とのブリッジングイベント開催

2011 年 1 〜 2 月
国連森林フォーラム第９回会合（UNFF9）
で国際森林年の公式キックオフ

2012 年
京都議定書の第一約束期間最終年

環境白書表紙絵コンクール

３部門で公募
テ
ー
マ
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
」

　

２
０
１
０
年
10
月
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
て
い
た
生
物
多
様
性
条
約
第
10

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
、
医
薬
品
の
開
発
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
生
物
資
源
を

利
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
と
な
る
「
名
古
屋
議
定
書
」
や
、
生
物
多
様
性
保
全
の
目
標
を

設
定
し
た
「
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
な
ど
を
採
択
し
て
閉
幕
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
は
１
７

９
の
条
約
締
約
国
、
国
際
機
関
、
先
住
民
代
表
、
市
民
団
体
な
ど
か
ら
１
万
３
０
０
０

人
以
上
が
参
加
し
た
。

対象となる主な製品
太陽光、風力、水力、原
子力などの発電設備
高効率切削機、プレスなど
省エネ型の工業用機械
高効率変圧器
各種エコカー
省エネ型エアコン、テレビ、
照明器具
省エネ型複写機、複合機
その他、燃料電池設備、
省エネ型自動販売機、高
効率ショーケースなど約
８０製品

法に基づく支援措置を受けるには、い
ずれも、一定以上の基準エネルギー
消費効率を持つなどの細かな規定を
満たす必要がある。

小・中学生
一　般

アーティスト

https://www.n-techno.co.jp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/index.html
http://econews.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.812499.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
http://www.n-techno.co.jp/service/customer-support/index.html
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前
号
の
小
欄
で
は
、
企
業
活
動

の
中
で
人
が
電
気
の
使
い
方
を
変

え
る
運
用
改
善
の
省
エ
ネ
活
動

が
、
電
気
だ
け
で
は
な
く
ガ
ス
や

水
道
、
さ
ら
に
は
旅
費
交
通
費
や

残
業
代
の
節
減
に
ま
で
及
ん
で
い

く
と
い
う
波
及
効
果
に
つ
い
て
触

れ
た
。
だ
が
こ
の
波
及
効
果
は
、

そ
の
前
提
に
省
エ
ネ
活
動
の
「
継

続
」
が
不
可
欠
に
な
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、「
継
続
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
は
何
か
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
小
社
の
提
供
す
る
「
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」（
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
）
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
以
下
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
の
特
徴
を
示
し
て
お

こ
う
。
そ
れ
は
何
よ
り
省
エ
ネ
活

動
の
結
果
が
、
モ
ニ
タ
表
示
に
よ

っ
て
「
見
え
る
」
こ
と
に
あ
る
。

考
え
る
ま
で
も
な
く
直
感
的
に
受

け
止
め
ら
れ
る
の
だ
。
言
葉
を
換

え
れ
ば
、「
単
純
で
、
理
解
し
や

す
い
」。
さ
ら
に
画
面
表
示
に
笑

顔
や
悲
し
い
顔
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト

マ
ー
ク
を
使
用
し
「
楽
し
さ
」
も

加
え
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

で
は
今
回
の
テ
ー
マ
「
継
続
の

た
め
に
必
要
な
も
の
」に
戻
ろ
う
。

運
用
改
善
の
省
エ
ネ
活
動
は
そ
の

多
く
が
ス
イ
ッ
チ
を
小
ま
め
に
消

す
と
い
っ
た
細
か
な
取
り
組
み
の

繰
り
返
し
だ
。
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
は
人
間
に
と
っ
て
退
屈
で
、

飽
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
継
続
を

阻
む
大
き
な
要
因
と
な
る
。
こ
の

阻
害
要
因
を
取
り
除
く
に
は
、
繰

り
返
し
の
中
に
何
ら
か
の
変
化
を

加
え
、
活
動
に
刺
激
を
与
え
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
刺
激
材
料
と
し
て
大
き
な

効
果
を
現
す
の
が
、
活
動
の
結
果

が
「
見
え
る
」
こ
と
。
ど
れ
だ
け

削
減
で
き
た
の
か
、
変
化
は
あ
る

の
か
、
そ
ん
な
活
動
の
結
果
が
単

純
に
確
認
で
き
る
と
、
人
は
さ
ら

な
る
効
果
を
追
求
し
始
め
る
。
こ

れ
は
省
エ
ネ
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
も
同

じ
だ
。
毎
日
、
体
重
計
に
乗
っ
て

数
値
を
「
見
る
」
だ
け
で
も
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
要

素
は
「
楽
し
さ
」。
継
続
の
阻
害

要
因
で
あ
る
「
退
屈
」
の
対
極
に

あ
る
感
情
だ
。
２
０
１
０
年
10
月

27
日
号
の
﹃
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク

日
本
版
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
「
世
界

に
広
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
〜
子

供
は
未
来
の
省
エ
ネ
大
使
〜
」
と

い
う
記
事
で
も
子
ど
も
へ
の
環
境

教
育
を
実
施
す
る
と
き
の
注
意
点

と
し
て
「
楽
し
さ
」
が
重
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
子
ど
も
た

ち
は
「
聞
く
こ
と
」
よ
り
「
す
る

こ
と
」
を
通
じ
て
学
ぶ
と
も
示
し

て
い
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
、

顔
の
表
情
で
電
気
の
使
用
状
況
を

表
示
す
る
。
表
情
を
加
え
た
の
は

数
字
だ
け
を
見
せ
て
も
そ
の
数
値

が
よ
い
の
か
悪
い
の
か
は
目
標
や

基
準
値
を
知
っ
て
い
る
人
に
し
か

伝
わ
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

表
情
の
変
化
を
「
楽
し
さ
」
と
し

て
受
け
止
め
て
ほ
し
い
と
考
え
た

か
ら
だ
。
結
果
を
見
せ
る
、
楽
し

ん
で
も
ら
う
、
こ
れ
ら
の
要
素
が

入
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
多
く
の

導
入
企
業
に
お
い
て
、
省
エ
ネ
が

「
継
続
」
さ
れ
、
さ
ら
に
は
波
及

効
果
が
生
ま
れ
た
。

　

２
０
１
０
年
の
猛
暑
で
は
、
電

力
需
要
が
全
国
で
16
・
２
％
も
伸

び
て
い
た
。
だ
が
小
社
に
は
「
電

力
使
用
量
は
数
％
の
伸
び
で
収
ま

っ
て
い
る
」「
一
昨
年
よ
り
さ
ら

に
削
減
で
き
た
」
な
ど
省
エ
ネ
活

動
に
よ
る
成
果
報
告
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
継
続
し
て

省
エ
ネ
活
動
を
実
施
し
て
い
る
証

で
あ
り
、
継
続
の
た
め
の
「
見
え

る
」「
楽
し
さ
」
と
い
う
仕
掛
け

に
対
す
る
共
感
と
感
じ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
が
ど
の
よ
う
な
年

に
な
る
の
か
、
い
く
つ
も
の
不
安

は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
楽
し
く

省
エ
ネ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。「
継

続
は
力
な
り
」
と
い
う
い
に
し
え

か
ら
の
言
葉
を
心
に
、
前
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
指
針
と

な
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

が
２
０
１
０
年
６
月
、
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
２
０

３
０
年
に
向
け
て
低
炭
素
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
高
い
技
術

力
を
持
つ
日
本
が
、
ど
の
よ
う

な
立
場
を
目
指
す
の
か
を
ま
と

め
て
い
る
。

　

基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
家

庭
部
門
の
目
標
は
２
０
３
０
年

ま
で
に
「
暮
ら
し
」
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
に
伴
う
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を
半
減
す

る
こ
と
。
そ
の
「
目
指
す
べ
き

姿
」
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
の
が
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
で
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

は
、
町
や
市
な
ど
の
地
域
単
位

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
と
供
給

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
管
理
す
る
も

の
。
理
想
の
形
態
は
、
地
域
で

つ
く
り
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
そ
の
地
域
の
中
で
消
費
す

る
こ
と
。
簡
単
に
い
え
ば
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
だ
。

　

さ
て
現
在
で
も
、
電
気
自
動

車
や
高
効
率
家
電
、
太
陽
光
発

電
の
利
用
な
ど
省
エ
ネ
機
能
が

優
れ
る
機
器
の
普
及
は
始
ま
っ

て
い
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
大
限
に
活
用
し
、
使
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
率
化
を
極
限
ま
で

追
求
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に

も
破
綻
を
き
た
さ
な
い
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
タ
イ
ル
へ

の
基
盤
が
築
か
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
目
標
で
あ
る
20
年
後
の

２
０
３
０
年
に
は
、
住
宅
地
一

体
に
太
陽
電
池
が
設
置
さ
れ
、

各
住
宅
地
が
発
電
所
に
な
る
。

家
や
自
動
車
な
ど
が
エ
ネ
ル
ギ

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
対
象
拡
大

　

２
０
１
０
年
９
月
、
環
境

省
は
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
（
Ｊ
─
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
制
度

の
対
象
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、
新
た
に
７
種
類
を
追

加
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｊ
─

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
は
、
国
内
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
活
動

な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
削
減
量

ま
た
は
吸
収
量
を
、
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
使
え
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証
す

る
制
度
。
２
０
０
８
年
11
月

に
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で

16
種
類
の
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
公
表
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
の
追
加
に
よ
り
、
合
計

23
種
類
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、

例
え
ば
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ

ッ
ト
付
き
商
品
な
ど
の
環
境

配
慮
を
う
た
う
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
販
売
さ
れ
た
り
、
事
業

活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
運
営
主
体
が
購
入
し
排

出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い
っ

た
利
用
が
な
さ
れ
る
。

　

既
存
の
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
未
利
用
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
へ
の
代
替
や
空

調
設
備
の
圧
縮
機
の
更
新
と

い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
が

12
、
植
林
活
動
と
い
っ
た
吸

収
源
の
増
大
分
野
が
３
、
豚

の
糞
尿
処
理
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
農
畜
産

分
野
が
１
。
こ
の
既
存
16
種

の
う
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

に
、
フ
リ
ー
ク
ー
リ
ン
グ
や

外
気
を
利
用
し
た
空
調
設
備

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
小
水
力

発
電
に
よ
る
系
統
電
力
代

替
、
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

設
備
の
導
入
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
の
導
入
な
ど
新
た
に
７
種

が
追
加
さ
れ
た
。

「見えること」「楽しいこと」
省エネ活動継続の条件

NIHON TECHNO　２０11.01　　　

継続の阻害要因を排除

省エネ

７
プ
ロ
ジェク
ト
を
新
規
に
追
加

2030 年のエネルギースタイル
～エネルギー基本計画とスマートコミュニティ～

ー
を
つ
く
っ
た
り
、
受
け
渡
し

た
り
す
る
拠
点
に
な
る
。
そ
れ

が
一
軒
一
軒
、
一
台
一
台
が
独

立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な

く
、
つ
な
が
り
合
っ
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。そ
の
結
果
、

家
も
自
動
車
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
循

環
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
利

用
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
適

切
な
管
理
手
法
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
。

　

こ
の
構
想
は
、
す
で
に
愛
知

県
豊
田
市
で
人
口
約
42
万
人
を

巻
き
込
ん
だ
「
家
庭
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
型
」
低
炭
素
都
市
構
築

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
動

き
出
し
、
同
様
の
計
画
が
横
浜

市
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
、

北
九
州
市
で
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
理
想
論
だ
け
を
振
り
か
ざ

し
た
計
画
で
は
な
い
の
だ
。

　
「
ど
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
う
か
な
ん
て
関
係
な
い
」

と
い
う
考
え
は
も
う
通
用
し
な

い
。
２
０
３
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
ス
タ
イ
ル
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
ス
マ
ー
ト
で
豊
か

な
暮
ら
し
に
向
か
っ
て
い
る
。

波及効果

運用改善

継続

各国に共通する学びのコツは「実践を通じて楽しく」
　

今
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
環
境
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
言
語
や
数
式
を

勉
強
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、
自
分
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
は
、
そ
の
後
の
社
会
生
活

で
の
考
え
方
や
行
動
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
。
よ
っ
て
学
童
期
も
し
く
は
そ

れ
以
前
の
幼
少
期
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
最
も

大
切
な
時
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
早
期
か
ら
の
教
育
が
、
世
界
各
国

で
始
ま
っ
て

い
る
。

　

ド
イ
ツ
の

幼
稚
園
で
は

３
歳
か
ら
「
環
境
教
育
」
が
始
ま
り
、

気
候
変
動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
全

国
の
学
校
の
60
％
が
国
際
的
な
「
エ
コ

ス
ク
ー
ル
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

お
り
、
そ
の
割
合
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境

の
分
野
に
お
い
て
、
各
国
が
抱
え
る
状

況
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
さ
ら
に
個
人

の
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い
る
現
状
も

あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
統
一

的
な
環
境
教
育
の
方
法
を
構
築
す
る
の

は
困
難
で
、教
え
方
に
「
正
解
は
な
い
」

と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。と
は
い
え
、

各
国
の
研
究
の
中
で
共
通
す
る
の
は
、

「
実
践
を
通
じ
て
学
ば
な
け
れ
ば
う
ま

く
い
か
な
い
」
と
い
う
経
験
則
だ
。
大

切
な
の
は
、
自
分
か
ら
問
題
に
か
か
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
体
験
授
業
や
身
近
な

地
域
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
参
加
な
ど

を
通
じ
て
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
と

な
る
。
そ
の
中
で
、
学
ぶ
こ
と
が
「
楽

し
い
」
と
感
じ
さ
せ
る
の
も
必
要
だ
と

い
う
。

　

昨
年
イ
ギ

リ
ス
で
実
施

さ
れ
た
調
査

に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
74
％
が
「
大
人

は
環
境
を
守
る
努
力
を
十
分
に
し
て
い

な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
環
境
教
育
で
身
に
つ
け

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
知
識
や
習
慣
を
家

で
大
人
に
実
践
し
て
み
せ
る
と
い
う
。

　

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
の
成
果

は
、
家
庭
や
地
域
社
会
へ
の
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
。
う
ま
く
連
携
で
き
れ

ば
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け

て
着
実
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

世
界
の
省
エ
ネ

J-VER 制度の対象プロジェクト
★……新規追加分

① 化石燃料から未利用の木質バイオマ
スへのボイラー燃料代替

② 化石燃料から木質ペレットへのボイラ
ー燃料代替

③ 木質ペレットストーブの使用
④ 廃食用油由来のバイオディーゼル燃
料の車両等における利用

⑤ 下水汚泥由来バイオマス固形燃料に
よる化石燃料代替

⑥ 低温排熱回収・利用
⑦ 薪ストーブにおける薪の使用
⑧ 情報通信技術を活用した、輸送の効
率化による燃料消費量削減

⑨ 情報通信技術を活用した、検針等用
車両による燃料消費量削減

⑩ 照明設備の更新
⑪ ボイラー装置の更新
⑫ 空調設備の圧縮機の更新
⑬ フリークーリングおよび外気導入によ
る空調の省エネルギー★

⑭ アイロン装置の更新★
⑮ 小水力発電による系統電力代替★
⑯ コジェネレーション設備の導入★
⑰ ファン、ポンプ類の換装またはインバ
ーター制御、台数制御機器の導入★

⑱ 廃棄物由来のバイオガスによる熱およ
び電力供給のための化石燃料代替★

⑲ ヒートポンプの導入★
⑳ 森林経営活動によるCO2 吸収量の
増大（間伐促進型プロジェクト）

㉑ 森林経営活動によるCO2 吸収量の
増大（持続可能な森林経営促進型プ
ロジェクト）

㉒ 植林活動によるCO2吸収量の増大
㉓ 低タンパク配合飼料利用による豚の
糞尿処理からのN2O排出抑制

▼
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

　

日
常
生
活
や
経
済
活
動
に

お
い
て
、
ど
う
し
て
も
排
出

さ
れ
て
し
ま
う
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
、
そ
の
排
出
量
に

見
合
っ
た
削
減
活
動
へ
の
投

資
な
ど
で
埋
め
合
わ
せ
し
、

相
殺
す
る
こ
と
。
だ
が
、
基

本
は
自
ら
の
排
出
量
を
で
き

る
だ
け
削
減
す
る
こ
と
に
あ

り
、
他
の
削
減
活
動
へ
の
投

資
だ
け
で
自
ら
の
排
出
量
す

べ
て
を
埋
め
合
わ
せ
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　

ま
た
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ

ッ
ト
に
用
い
ら
れ
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
は
、
信
頼
性
が
重
要
と

な
る
た
め
、
日
本
で
は
環
境

省
が
Ｊ
─
Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
を
創

設
し
、
こ
の
制
度
に
基
づ
い

て
対
象
と
な
る
削
減
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
種
類
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

出所：環境省発表資料

　

農
林
水
産
省
は
、
２
０
０

６
年
度
か
ら
毎
年
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る

農
作
物
の
高
温
障
害
な
ど
の

状
況
を
調
査
し
、
結
果
を
と

り
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
２

０
０
９
年
１
〜
12
月
の
調
査

結
果
が
、
２
０
１
０
年
９
月

に
「
地
球
温
暖
化
影
響
調
査

レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
公
表
さ

れ
た
。

　

調
査
対
象
品
目
は
、水
稲
、

麦
、
大
豆
、
い
も
類
、
工
芸

作
物
（
茶
、
葉
た
ば
こ
等
）、

果
樹
、
野
菜
、
花
き
、
飼
料

作
物
、家
畜
等
の
農
畜
産
物
。

こ
の
う
ち
、
水
稲
で
は
白
未

熟
粒
の
発
生
や
斑
点
米
カ
メ

ム
シ
類
の
多
発
が
北
海
道
を

除
く
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

発
生
。
東
北
、
関
東
・
北
陸
、

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

り
ん
ご
の
着
色
不
良
や
着
色

遅
延
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に

は
全
国
各
地
域
で
と
ら
れ
て

い
る
高
温
障
害
に
対
す
る
適

応
策
の
項
目
も
あ
る
。
そ
こ

に
は
福
岡
県
農
業
総
合
試
験

場
が
開
発
し
た
高
温
耐
性
を

持
つ
新
品
種「
元
気
つ
く
し
」

の
普
及
活
動
や
、
長
野
県
の

「
多
目
的
防
災
網
を
用
い
た

な
し
の
日
焼
け
防
止
」
と
い

っ
た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

水
稲
、り
ん
ご
、か
ん
き
つ
類
な
ど
影
響
報
告

2009 年

地球温暖化影響調査レポート

高温障害など農作物への主な影響

「地球温暖化に伴う農業生産への影響に関する実態調査」

出所：農水省発表資料

作目 主な現象 発生の主な要因

水稲

白未熟粒の発
生

出穂期～登熟期
の高温

斑点米カメム
シ類の多発

冬期、出穂期以
降の高温

りんご 着色不良・着
色遅延

果実着色期の高
温

かんきつ類

浮き皮 開花～収穫期の
高温、多雨

着色不良・着
色遅延

果実着色期の高
温

なし 発芽不良（施
設・露地栽培）

落葉休眠期（秋
冬期）の高温

　

２
０
１
０
年
10
月
、
環
境

省
は
、
風
力
発
電
施
設
の
騒

音
・
低
周
波
音
に
つ
い
て
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
公
表
し
た
。
全
国
の

風
力
発
電
施
設
の
事
業
者
お

よ
び
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い

る
都
道
府
県
に
対
し
調
査
票

を
送
付
し
て
回
答
を
得
た
も

の
。
１
８
６
事
業
者
、
40
都

道
府
県
か
ら
３
８
９
カ
所
の

風
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
回

答
が
集
ま
っ
た
。

　

集
計
の
結
果
、
周
辺
住
民

な
ど
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

た
り
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た

り
し
た
施
設
は
64
カ
所
で
全

体
の
16
％
だ
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
設
備
の
改
善
や
故
障
箇

所
の
改
善
、
運
転
方
法
の
見

直
し
な
ど
で
問
題
が
終
結
し

た
も
の
は
10
％
に
あ
た
る
39

カ
所
。
調
査
時
点
で
問
題
が

継
続
中
だ
っ
た
の
は
６
％
の

25
カ
所
だ
っ
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
風
力

発
電
施
設
の
定
格
出
力
別
の

苦
情
発
生
状
況
、
周
辺
地
域

の
土
地
利
用
種
別
、
苦
情
住

宅
者
ま
で
の
距
離
、
苦
情
が

発
生
し
た
季
節
な
ど
が
集
計

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結

果
は
、
今
後
実
施
さ
れ
る
予

定
の
風
力
騒
音
の
実
測
調
査

に
お
い
て
、
調
査
対
象
施
設

の
選
定
作
業
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
。

苦
情
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
施
設
は
16
％

南
極
の
オ
ゾ
ン
層
、依
然
深
刻
な
状
況

「風力発電施設に係る
騒音・低周波音の

実態把握調査」

2009 年度
オゾン層等の監視結果に

関する年次報告書
風力発電施設に対する苦情の有無

出所：環境省発表資料

Public Report

農水省

Public Report

環境省

Public Report

環境省

苦情あり（継続中）
６％（25 カ所）

苦情あり（終結）
10％（39 カ所）

苦情なし 84％（325 カ所）

　

２
０
１
０
年
８
月
、
環
境

省
は
毎
年
度
公
表
し
て
い
る

オ
ゾ
ン
層
な
ど
の
監
視
結
果

に
つ
い
て
、
２
０
０
９
年
度

分
を
と
り
ま
と
め
一
般
に
公

表
し
た
。
内
容
は
「
オ
ゾ
ン

層
の
状
況
」「
特
定
物
質
等

の
大
気
中
濃
度
」「
太
陽
紫

外
線
の
状
況
」。

　

高
度
10
〜
16
㌔
㍍
か
ら
50

㌔
㍍
ま
で
の
成
層
圏
に
は
大

気
中
の
オ
ゾ
ン
の
90
％
が
集

ま
る
オ
ゾ
ン
層
が
あ
る
。
オ

ゾ
ン
層
は
有
害
と
さ
れ
る
太

陽
紫
外
線
を
吸
収
す
る
働
き

を
持
つ
。
し
か
し
、
地
上
か

ら
排
出
さ
れ
る
フ
ロ
ン
な
ど

の
化
学
物
質
に
よ
り
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
が
進
み
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
オ
ゾ

ン
の
全
量
に
つ
い
て
は
１
９

８
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年

代
前
半
に
か
け
て
、
地
球
規

模
で
減
少
し
て
お
り
、
今
も

減
少
の
傾
向
が
継
続
し
て
い

る
状
況
だ
と
い
う
。
２
０
０

９
年
の
オ
ゾ
ン
の
量
は
、
１

９
７
９
年
を
基
準
と
し
て
地

球
全
体
で
平
均
約
２
・
３
％

減
少
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ゾ
ン
の
減
少
に

よ
り
南
極
上
空
の
オ
ゾ
ン
層

に
穴
が
空
い
た
よ
う
な
状
態

に
な
る
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
も
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
１
９
９

０
年
代
に
か
け
て
急
速
に
拡

大
し
、
そ
の
後
も
ほ
ぼ
毎
年

大
規
模
に
形
成
さ
れ
て
い

る
。
２
０
０
９
年
に
は
９
月

に
最
大
面
積
が
２
４
０
０
万

平
方
㌔
㍍
に
達
し
、
南
極
の

面
積
１
４
０
０
万
㌔
㍍
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
こ
の
２
０

０
９
年
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の

面
積
は
、
最
近
10
年
の
平
均

を
や
や
下
回
る
も
の
で
あ
っ

た
が
縮
小
の
兆
し
だ
と
は
判

断
で
き
ず
、
依
然
深
刻
な
状

況
に
あ
る
と
い
う
。

　

環
境
省
で
は
、
こ
の
報
告

書
の
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
オ
ゾ
ン
層
を
守
ろ
う
２

０
１
０
」
を
作
成
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

る
。

退屈

飽き

環境
教育

環境
教育

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
http://www.setubikaizen.com/
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環
境
に
や
さ
し
い
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

そ
の
表
面
は
冷
た
く
な
い
！

　

霜
が
降
り
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
張
る
と
朝
に
は
表
面
が
凍
る
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
季
節
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
氷
の
上
を
華
麗
に
行
き
交
う
ス
ケ
ー
ト
を
思
い
出
す
。
２
０
１
０
年
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
や
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
お
け
る
日
本
人
選
手
の
活

躍
に
よ
り
、
ス
ケ
ー
ト
の
人
気
は
、
よ
り
一
層
広
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、
そ
の
人
気
と
は
裏
腹
に
、
今
ス
ケ
ー
ト
界
に
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

施
設
で
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
以
外
の

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
、
い
か
に
施
設
や
土

地
を
寝
か
さ
な
い
か
が
カ
ギ
と
な
っ
て

い
る
。

　

ス
キ
ー
場
で
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
、
山
歩

氷
を
維
持
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ゼ
ロ

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

ビジネスエコ動向レポート

vol.07

進む外食産業の環境経営

複合活動で成果を

　

１
９
８
０
年
代
の
右
肩
上
が
り
の
経

済
成
長
と
消
費
拡
大
、
１
９
９
０
年
代

の
バ
ブ
ル
崩
壊
と
デ
フ
レ
、
２
０
０
０

年
代
に
入
っ
て
環
境
や
医
療
、
農
業
問

題
、
食
の
安
心
安
全
な
ど
が
社
会
的
な

問
題
と
な
り
、
外
食
産
業
の
担
う
役
割

も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
、
環
境
配
慮
型
の
経
営
を
求
め
ら

れ
る
外
食
産
業
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
社
会
の
要
望
に
応
え
て
い
る
の
か
。

そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

外
食
産
業
に
は
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
よ
っ
て
、
２
０
１
２

年
ま
で
に
40
％
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
達
成
す
る
よ
う
目
標
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
に
約
８
０
０
店
舗
を
展

開
す
る
牛
丼
チ
ェ
ー
ン
の
株
式

会
社 

松
屋
フ
ー
ズ
で
は
自
社

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
食
品
廃
棄
物

の
回
収
を
実
施
し
て
い
る
。
東

京
都
内
の
店
舗
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
埼
玉

県
内
に
も
拡
大
し
、
現
在
で
は

３
９
２
店
舗
に
ま
で
達
し
た
。

回
収
し
た
食
品
廃
棄
物
は
、
嵐

山
工
場
内
の
専
用
プ
ラ
ン
ト
で

圧
縮
乾
燥
処
理
し
、
肥
飼
料
原

料
と
し
て
製
造
・
販
売
す
る
独

自
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ル
ー
プ
が

構
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同

社
・
富
士
山
工
場
で
は
天
然
水

流
を
活
用
し
た
工
場
内
廃
棄
物

の
自
動
搬
送
と
圧
縮
乾
燥
機
を

連
携
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
工
場
で
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物

は
、
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
。
２
０
０
８
年
度
は
グ
ル

ー
プ
全
体
で
75
％
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
が
達
成
で
き
た
と
い
う
。

　

店
舗
で
使
う
も
の
自
体
を
減

ら
す
省
ア
イ
テ
ム
の
取
り
組
み

も
各
社
が
注
力
す
る
分
野
。

　

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

の
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式

会
社
は
全
国
の
約
３
８
０
０

店
全
店
で
２
０
０
８
年
12
月
か

ら
順
次
、
持
ち
帰
り
用
の
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
「
レ
ジ
袋
」
を

廃
止
し
た
。
紙
袋
の
素
材
も
漂

白
し
た
紙
か
ら
無
漂
白
の
も
の

に
改
め
、
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

「
レ
ジ
袋
」
の
廃
止
に
伴
い
、

２
０
０
９
年
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
前
年
比
で
47
・
８
％
削
減

し
、
約
８
４
６
８
㌧
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
削
減
し
た
。

　

店
舗
運
営
に
欠
か
せ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
に
も
、
環

境
配
慮
の
姿
勢
は
重
視
さ
れ

る
。
実
は
、
飲
食
店
の
単
位
面

積
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
病
院
な
ど

他
の
業
務
部
門
の
業
種
に
比
べ

格
段
に
高
い
。
省
エ
ネ
化
の
余

地
が
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
の
だ
。

　

松
屋
フ
ー
ズ
の
広
報
・
Ｉ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
の
田
中
哲
次
さ
ん
は

「
当
社
の
店
舗
は
、
基
本
的
に

高いエネルギー消費量　外食業界の環境活動を追う

き
を
楽
し
む
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
イ
ベ
ン

ト
を
す
る
な
ど
し
て
集
客
し
、
オ
フ
シ

ー
ズ
ン
対
策
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
屋
外
施
設
で

は
、
夏
は
プ
ー
ル
、
冬
は
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
と
い
う
形
態
が
定
番
だ
っ
た
。
し

か
し
近
年
、
多
く
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

が
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

数
は
、
２
０
０
９
年
ま
で
に
１
６
０
を

超
え
る
。
閉
鎖
の
理
由
は
各
施
設
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
温
暖
化
に
よ
る

影
響
も
原
因
の
一
つ
に
な
る
。
水
を
張

っ
て
も
安
全
を
確
保
で
き
る
ほ
ど
凍
ら

な
く
な
り
、
天
然
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の

維
持
が
困
難
に
な
る
た
め
だ
。
ま
た
屋

内
に
あ
る
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
季
節
に
関

係
な
く
営
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

屋
内
で
氷
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
冷

凍
ユ
ニ
ッ
ト
や
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
使

用
す
る
の
で
大
量
の
電
力
や
燃
料
が
必

要
と
な
る
。

■　

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
氷
は
不
要

　

環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
し
か
も
環
境

に
や
さ
し
い
施
設
が
で
き
な
い
も
の

か
。
そ
れ
は
ス
ケ
ー
ト
愛
好
者
に
と
っ

て
の
悲
願
だ
っ
た
。
そ
の
願
い
を
か
な

え
た
の
が
氷
を
必
要
と
し
な
い
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
で
あ
る
。

　

実
は
、
氷
が
不
要
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
は
国
内
外
の
企
業
が
開
発
に
乗
り
出

し
、
す
で
に
実
用
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
イ
ギ
リ
ス
の
ア

イ
ス
マ
ジ
ッ
ク
社
が
提
供
す
る
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
「
ア
イ
ス
マ
ジ
ッ
ク
」
は
全

世
界
で
、
の
べ
６
０
０
カ
所
の
設
置
実

績
を
持
つ
。

　

樹
脂
製
の
専
用
パ
ネ
ル
を
敷
設
し
て

つ
く
る
こ
の
リ
ン
ク
は
、
専
用
ワ
ッ
ク

ス
を
１
日
に
数
回
ス
プ
レ
ー
す
る
こ
と

に
よ
り
、
滑
り
や
す
さ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
氷
を
使
用
し
た
リ
ン
ク
と
同
様

の
滑
走
が
可
能
だ
。
靴
も
氷
の
上
と
同

じ
ス
ケ
ー
ト
靴
が
使
え
る
。
パ
ネ
ル
に

ス
プ
レ
ー
す
る
専
用
ワ
ッ
ク
ス
は
、
食

品
と
し
て
も
認
可
済
み
。
万
が
一
口
に

入
っ
て
も
安
全
だ
と
い
う
。

　

１
㍍
四
方
の
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ

て
リ
ン
ク
を
設
営
し
て
い
く
の
で
、
そ

の
場
所
の
広
さ
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
を

変
え
ら
れ
る
。
設
置
は
平
ら
な
ス
ペ
ー

ス
が
あ
れ
ば
可
能
で
、
屋
内
外
や
気
温

を
問
わ
ず
設
置
で
き
る
。
氷
を
維
持
す

る
た
め
の
電
力
や
燃
料
も
必
要
な
く
、

利
用
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
ゼ

ロ
。
地
球
に
負
荷
を
か
け
な
い
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
だ
。

　

パ
ネ
ル
は
比
較
的
容
易
に
設
置
で
き

る
た
め
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
兵

庫
、
長
崎
な
ど
全
国
各
地
で
こ
の
リ
ン

ク
を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

お
り
、
会
場
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

や
公
園
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
テ
ー
マ
パ

ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。

■　

ス
ケ
ー
ト
で
環
境
を
考
え
る

　

既
存
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
減
っ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、
ス

ケ
ー
ト
の
競
技
人
口
も
減
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
盛
り
上
が
り
も
消
え
て
し

ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
ス
ケ
ー
ト

の
楽
し
め
る
環
境
を
い
つ
ま
で
も
残
し

て
い
き
た
い
。

　

氷
が
で
き
な
い
天
然
リ
ン
ク
、
環
境

配
慮
型
の
人
工
リ
ン
ク
⋮
⋮
ス
ケ
ー
ト

の
今
を
知
る
こ
と
で
、
な
ぜ
温
暖
化
防

止
が
必
要
か
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
だ
ろ
う
。

日本国内で利用された「アイスマジック」

大阪府内イベント会場。スケートリンクは１メー
トル四方のパネルを組み合わせてつくられる。

●栃木県内の屋外公園

●兵庫県内のイベント会場

●岐阜県内のショッピングモール

24
時
間
営
業
で
す
。
よ
っ
て
、

い
か
に
生
産
効
率
を
上
げ
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
食

洗
機
に
あ
る
程
度
の
量
を
た
め

て
か
ら
洗
う
か
、
少
量
で
も

次
々
に
洗
う
か
で
は
、
給
湯
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
も
変
わ
っ
て

く
る
。
当
社
で
は
毎
日
、電
気
・

ガ
ス
・
水
道
の
使
用
量
を
検
針

メ
ー
タ
ー
か
ら
算
出
し
て
い
ま

す
。
時
間
帯
ご
と
の
使
用
量
の

変
化
な
ど
を
調
査
し
、
効
率
的

な
機
器
の
使
い
方
を
割
り
出
し

て
省
エ
ネ
に
つ
な
げ
て
い
る
の

で
す
」
と
い
う
。
ま
た
自
ら
の

努
力
だ
け
で
な
く
、
店
舗
の
利

用
客
に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、

「
ト
イ
レ
の
便
座
は
使
い
終
わ

っ
た
ら
、
フ
タ
を
閉
め
る
よ
う

に
、
ポ
ッ
プ
を
貼
っ
て
い
る
」

（
同
氏
）
そ
う
だ
。

　

松
屋
フ
ー
ズ
で
は
、
古
く
な

っ
た
制
服
な
ど
の
繊
維
類
も
廃

棄
処
分
に
せ
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
回
す
。
そ
れ
ら
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
株
式
会
社
エ
ム
・
エ
ル
・

エ
ス
を
介
し「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
モ
ッ
プ
」

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
原

料
と
な
る
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
は
店
舗
で
再

利
用
す
る
流
れ
だ
。
さ
ら
に
使

い
捨
て
割
り
箸
を
原
則
的
に
廃

止
し
、
洗
浄
し
て
繰
り
返
し
使

え
る
合
成
樹
脂
の
「
エ
コ
箸
」

を
導
入
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
約

１
億
２
０
０
０
万
膳
、
５
３
０

㌧
の
割
箸
が
削
減
で
き
た
。
ほ

か
に
も
洗
剤
容
器
、
食
器
、
厨

房
機
器
類
な
ど
幅
広
い
ア
イ
テ

ム
で
の
リ
ユ
ー
ス
も
進
め
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
、
省
エ
ネ
、
省

ア
イ
テ
ム
、
さ
ら
に
は
リ
ユ
ー

ス
。
外
食
産
業
で
は
、
そ
う
し

た
複
合
的
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
環
境
配
慮
型
の
経
営
を
推

進
さ
せ
て
い
た
。

《取材協力》
株式会社 松屋フーズ
全 国に 786 店 舗（うち
FC6 店）のネットワーク
を持つ（2010 年 3 月末
現在）国内有数の外食チ
ェーン。主力の牛めしほか、
とんかつ、鮨、ラーメンな
どの事業も展開。

　

家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
対
象
は

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
の
３
品

目
。
ち
な
み
に
対
象
製
品
は
省
エ
ネ
性

能
を
評
価
す
る「
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
」

で
最
高
評
価
の
「
星
５
つ
」
な
ど
の
条

件
が
あ
る
の
で
、
買
い
替
え
の
際
は
、

販
売
員
へ
の
確
認
を
忘
れ
ず
に
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
品
目
に
つ
い
て
、

５
年
前
の
一
般
的
な
製
品
と
現
在
の
省

エ
ネ
型
製
品
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
電

気
代
は
家
庭
用
で
１
㌔
㍗
時
あ
た
り
23

円
と
仮
定
し
て
計
算
し
た
。

　

ま
ず
は
テ
レ
ビ
。

　

液
晶
の
37
型
サ
イ
ズ
の
も
の
で
１
日

４
・
５
時
間
を
毎
日
見
た
場
合
と
し
て

比
較
す
る
。
５
年
前
の
製
品
で
は
消
費

電
力
が
約
２
４
０
㌔
㍗
時
／
年
で
、
電

気
代
は
年
間
５
５
２
０
円
だ
っ
た
。
そ

れ
が
最
新
の
液
晶
テ
レ
ビ
で
は
消
費
電

力
が
約
１
３
０
㌔
㍗
時
／
年
。
電
気
代

は
年
間
２
９
９
０
円
。
１
年
で
２
５
３

０
円
節
約
に
な
る
計
算
だ
。
こ
れ
が
さ

ら
に
消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
液
晶

と
な
る
と
、約
１
０
０
㌔
㍗
時
／
年
で
、

年
間
２
３
０
０
円
程
度
の
電
気
代
に
抑

え
ら
れ
る
。

　

次
に
冷
蔵
庫
。

　

冷
蔵
庫
の
省
エ
ネ
性
能
は
、
こ
こ
数

年
で
大
き
な
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。
５

年
前
の
冷
蔵
庫
は
、
４
３
５
㍑
サ
イ
ズ

で
も
消
費
電
力
が
約
５
３
０
㌔
㍗
時
／

年
で
、
年
間
１
万
２
１
９
０
円
の
電
気

代
が
か
か
り
、
そ
れ
以
上
電
力
を
消
費

す
る
同
サ
イ
ズ
の
製
品
も
多
数
あ
っ

た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、
こ
れ
よ
り
少

し
大
き
な
４
６
５
㍑
サ
イ
ズ
で
も
消
費

電
力
は
約
２
４
０
㌔
㍗
時
／
年
で
、
電

気
代
は
年
間
５
５
２
０
円
。
容
量
が
大

き
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
気

代
は
半
分
以
上
も
抑
え
ら
れ
る
。
こ
こ

に
示
し
た
例
で
は
、
６
６
７
０
円
の
節

約
だ
。

　

最
後
に
エ
ア
コ
ン
。

　

一
般
的
な
使
い
方
を
す
れ
ば
、
対
象

３
品
目
の
う
ち
最
も
消
費
電
力
が
多
い

の
が
こ
の
エ
ア
コ
ン
。
よ
っ
て
省
エ
ネ

性
能
が
上
が
れ
ば
、
必
然
的
に
節
約
金

額
も
多
く
な
る
。
で
は
８
畳
サ
イ
ズ
の

エ
ア
コ
ン
を
、
冷
房
で
３
・
６
カ
月
、

暖
房
で
５
・
５
カ
月
使
用
し
た
場
合
の

比
較
を
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
５
年
前
の

一
般
的
な
製
品
。
消
費
電
力
が
約
１
２

０
０
㌔
㍗
時
／
年
で
年
間
２
万
７
６
０

０
円
の
電
気
代
だ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在

販
売
さ
れ
て
い
る
機
種
で
は
、
消
費
電

力
が
約
９
０
０
㌔
㍗
時
／
年
で
、
電
気

代
は
年
間
２
万
７
０
０
円
。
６
９
０
０

円
の
節
約
だ
。
こ
れ
が
、
８
年
前
の
も

の
と
な
る
と
消
費
電
力
は
約
１
８
０
０

㌔
㍗
時
／
年
で
年
間
４
万
１
４
０
０
円

の
電
気
代
。
８
年
前
の
製
品
か
ら
最
新

型
に
買
い
替
え
る
と
、
年
間
約
２
万
円

も
の
節
約
に
な
る
計
算
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
買
い
替
え
に
よ
る
節
約

効
果
が
生
ま
れ
る
製
品
は
、
対
象
３
品

目
以
外
に
も
多
数
あ
る
。
例
え
ば
照
明

機
器
は
、
従
来
の
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

蛍
光
灯
へ
替
え
る
と
、
消
費
電
力
は
約

３
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
、
寿
命
も
大
幅

に
伸
び
る
。
つ
ま
り
エ
コ
は
エ
コ
ノ
ミ

ー
に
直
結
す
る
。

　

今
回
は
家
電
で
比
較
し
た
が
、
規
模

の
大
き
い
業
務
用
の
省
エ
ネ
設
備
改
善

を
考
え
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
大
き
な

消
費
電
力
の
削
減
と
大
き
な
節
約
額
が

期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

２
０
１
０
年
12
月
が
期
限
と
さ
れ
て
い
た
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
が
、
対
象
を
絞
り
込
ん
で
は
い
る
が
２
０
１
１
年
３
月
ま
で

延
長
さ
れ
た
。
そ
の
延
長
さ
れ
た
期
限
も
間
近
に
迫
っ
た
こ
の
時

期
、対
象
商
品
の
買
い
替
え
を
検
討
し
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
対
象
商
品
に
買
い
替
え
た
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
の
「
エ
コ
」

に
な
る
の
か
を
、
実
際
に
節
約
で
き
る
電
気
代
と
と
も
に
紹
介
し

て
い
こ
う
。

買
い
替
え
れ
ば

こ
ん
な
に
エ
コ
で
ト
ク

エコポイント家電の電気代──過去と現在

 約 240kWh/ 年 約 130kWh/ 年

 約 530kWh/ 年 約 240kWh/ 年

 約 1200kWh/ 年 約 900kWh/ 年

むかし（5年前） いま

液晶テレビ 37 型
１日 4.5 時間
365 日使用

冷蔵庫
むかし：435L サイズ
いま：465L サイズ

エアコン 8 畳サイズ
冷房 3.6 カ月使用
暖房 5.5 カ月使用

 ５５２０円 2990 円

 １万２１９０円 ５520 円

 ２万７６００円 ２万７００円

（1kWh:23 円で試算）

リサイクル
省エネ
省アイテム

業務部門のエネルギー消費原単位

３０

60

90

120
（単位：百 MJ/㎡・年）

庁
舎

ス
ー
パ
ー

学
校
事
務
所

デ
パ
ー
ト

ホ
テ
ル

病
院

フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン

フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド

コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

出所： 省エネルギーセンター「業務用ビルにおける省エネ推進のてびき 2009 年版」
 環境省「民生（業務）分野における温暖化対策技術導入マニュアル」

松屋フーズ・本社ビル。
（東京都武蔵野市）

食品廃棄物は自社で回収。 専用プラントがある嵐山工場。

工場廃棄物を 100％リサイクルしている富士山工場。

松屋フーズではトイレにポッ
プを貼って節電の呼び掛け
をしている。

【制作協力】株式会社インターセクト（アイスマジック社　日本販売総合代理店）
 東京都品川区北品川 1-16-8　船清ビル 3F　☎ 03-5495-7802

【第５節：エコ仕様のスケート場】

弁 当 容 器 は、
オールプラスチ
ックから一部紙
製の新容器に。



（ 4 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 冬季　【季刊】

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業電 気 施 設 保 全 業 務 功 労 で 叙 勲旭川、大分、長崎、宮崎にサービスセンター

環
境
省
公
募
事
業

テ
ク
ノ
の
提
案
を
採
択

札
幌
グ
ル
ー
プ
・
森
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

４
拠
点
新
規
オ
ー
プ
ン

北
と
南
の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化

2011年
初号に
寄せて■

ま
ず
は
上
海
万
博

　

上
海
市
内
を
流
れ
る
河
川
、
黄

浦
江
の
両
岸
３
２
８
㌶
（
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
約
６
倍
の
広

さ
）
の
敷
地
に
２
４
６
の
国
や
地

域
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
上
海

万
博
。
テ
ー
マ
は
「
よ
り
良
い
都

市
、
よ
り
良
い
生
活
」。

　

各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
は
、
そ

の
国
特
有
の
特
産
品
や
最
新
技

術
、
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
が
並

ん
で
い
た
。

　

万
博
会
場
で
ま
ず
訪
れ
た
の
は

中
国
館
。
中
国
古
代
の
木
造
建
築

様
式
で
あ
る
斗
拱
（
と
き
ょ
う
）

か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
「
東

方
の
冠
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
中
国

館
は
、
そ
の
造
形
と
あ
ざ
や
か
な

朱
色
が
印
象
的
だ
。

　

見
上
げ
る
ほ
ど
の
大
き
さ
に
圧

倒
さ
れ
な
が
ら
館
内
に
入
る
と
、

１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
展
示
ゾ
ー

ン
は
、
中
国
５
０
０
０
年
の
歴
史

を
く
ま
な
く
体
験
で
き
る
つ
く

り
。
宋
代
の
都
・
開
封
の
に
ぎ
わ

い
を
描
い
た
「
清
明
上
河
図
」
と

い
う
画
巻
を
壁
一
面
に
再
現
し
た

Ｃ
Ｇ
は
、
描
か
れ
て
い
る
人
々
や

風
景
が
実
際
に
動
い
て
、
当
時
の

様
子
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る
。

　

続
い
て
、
電
動
カ
ー
ト
に
乗
る

と
、
中
国
の
都
市
の
移
り
変
わ
り

を
見
学
で
き
る
。

　

最
後
は
「
低
炭
素
の
未
来
」
と

題
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
に
、
エ
コ
カ
ー

の
展
示
や
風
力
発
電
の
模
型
が
か

ざ
ら
れ
て
お
り
、
国
を
あ
げ
て
の

環
境
問
題
へ
の
強
い
意
識
が
感
じ

ら
れ
た
。

■
上
海
の
街
を
観
光

　

万
博
会
場
を
出
て
上
海
の
街
を

散
策
す
る
と
、
目
に
つ
く
の
が
近

代
上
海
の
象
徴
で
あ
る
ベ
イ
エ
リ

ア
に
立
ち
並
ぶ
超
高
層
ビ
ル
群
。

高
層
ビ
ル
と
い
え
ば
中
国
で
は
香

港
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
が
、

こ
こ
数
年
の
上
海
は
高
層
ビ
ル
の

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。
数
々
の
個
性
的

な
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
夜
に
な
る

と
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
で
夜
景
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
。

■
日
本
企
業
が
ビ
ル
事
業

　

こ
う
し
た
ビ
ル
の
中
で
ひ
と
き

わ
高
く
そ
び
え
立
つ
の
が
「
上
海

環
球
金
融
中
心
」。
地
上
１
０
１

階
、
高
さ
４
９
２
㍍
。
現
在
、
世

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
い
つ
も
本
紙
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
有

益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
年
ご
と
に
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
テ
ー
マ
を
定
め
事
業
展
開

の
柱
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
テ

ー
マ
は
「
情
報
」。
そ
し
て
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
動
力
」
で
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
経
済
全
体
が
波

乱
含
み
の
１
年
で
し
た
が
、
当
社

で
は
「
情
報
」
を
テ
ー
マ
に
、
顧

客
満
足
度
向
上
の
軸
を
ぶ
ら
す
こ

と
な
く
事
業
を
推
進
さ
せ
、
確
実

に
実
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
主
な
活
動
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
「
情
報
」
を
軸
と
し
て
い

ま
す
。
営
業
ブ
ロ
グ
ナ
ビ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
を
完
成
さ
せ
、
高
圧
受
電
の
事

業
場
情
報
の
デ
ー
タ
化
を
し
た
の

も
そ
の
一
つ
。
す
べ
て
の
社
用
車

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
、
営
業
効
率

を
最
大
限
に
あ
げ
ら
れ
た
の
も
情

報
化
で
す
。
ま
た
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
の
面
で
も
、
当
社
が
情
報
の

交
差
点
と
な
り
、
お
客
様
の
声
を

聞
き
、
省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
に
あ
た
る
と
い
っ
た
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
蓄
積

さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
内
容
を
よ
り
高
度
な
も

の
に
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

省
エ
ネ
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う

情
報
は
、
多
く
の
方
々
へ
伝
え
て

い
く
の
が
使
命
だ
と
考
え
、
当
社

が
提
供
す
る「
省
エ
ネ
の
達
人﹃
企

業
編
﹄」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
も

放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
電
力
小
売
り
も
順
調

に
推
移
し
、
年
末
時
点
で
は
、
Ｐ

Ｐ
Ｓ
で
日
本
一
の
顧
客
数
と
な
る

４
０
０
０
件
超
へ
の
供
給
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
供
給
エ
リ
ア
も
、

関
東
、関
西
、中
部
と
進
め
、九
州
、

東
北
、
北
海
道
へ
と
拡
大
し
て
い

き
、
今
年
は
、
沖
縄
を
除
く
す
べ

て
の
エ
リ
ア
で
供
給
体
制
を
構
築

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
も
、
お
客

様
の
電
力
使
用
量
の
情
報
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
成
果
で

す
。
ま
さ
し
く
、「
情
報
」
を
活

用
し
、
事
業
を
拡
大
し
た
１
年
で

し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
動

力
」。
情
報
を
も
と
に
拡
大
し
た

事
業
基
盤
と
顧
客
基
盤
を
「
動

力
」
を
持
っ
て
強
く
動
か
す
１
年

で
す
。

　

こ
の
４
月
に
は
、
昨
年
よ
り
開

発
を
進
め
て
き
た
新
製
品
が
完
成

し
ま
す
。
こ
れ
は
家
庭
向
け
の
省

エ
ネ
支
援
も
見
据
え
た
、
既
存
の

お
客
様
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に

も
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
で
す
。
ま
た

低
圧
需
要
家
向
け
の
情
報
閲
覧
サ

ー
ビ
ス
も
始
動
。
さ
ら
に
現
在
の

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
事
業
に
も
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
複
数
の
新
し
い
「
動

力
」
を
、
力
強
く
活
用
し
て
い
く

た
め
、
組
織
体
制
の
見
直
し
も
図

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
支
店
長
制

を
導
入
し
、強
い
組
織
が
「
動
力
」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

し
て
い
き
ま
す
。

　
﹃
大
辞
泉
﹄
に
は
、「
動
力
」
は

「
水
力
・
電
力
な
ど
、
天
然
に
存

在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
動
機
に

よ
っ
て
機
械
を
動
か
す
力
に
変
え

た
も
の
。
原
動
力
」と
あ
り
ま
す
。

当
社
の
事
業
分
野
の
基
盤
で
あ
る

「
電
力
」
も
動
力
の
一
つ
な
の
で

す
。
今
さ
ら
な
が
ら
「
動
力
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
こ
と
に
不

思
議
な
運
命
を
感
じ
ま
す
。「
情

報
」
を
活
用
し
て
拡
大
で
き
た
事

業
基
盤
と
お
客
様
と
の
関
係
。
そ

れ
を
全
社
員
が
持
っ
て
い
る
「
動

力
」
で
強
く
動
か
し
て
い
く
１
年

に
な
る
で
し
ょ
う
。

﹁
情
報
﹂
で
築
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
基
盤
を

﹁
動
力
﹂
で
強
く
動
か
し
て
ゆ
く
１
年
へ

家庭向け省エネ支援を見据えた
ツールの提供など新機軸続々

日本テクノ株式会社
代表取締役社長　馬本英一

本
年
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ
ー
マ

躍進情報躍進情報動 力

　

日
本
で
は
ま
だ
実
用
化
さ
れ

て
い
な
い
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

ー
が
上
海
で
は
す
で
に
街
中
を

走
っ
て
い
る
─
─
。
社
員
旅
行

の
出
発
前
に
は
「
万
博
見
学
よ

り
も
リ
ニ
ア
体
験
の
ほ
う
が
楽

し
み
」
と
期
待
す
る
声
も
上
が

っ
た
ほ
ど
。
そ
こ
で
、
実
際
の

上
海
リ
ニ
ア
乗
車
体
験
と
あ
わ

せ
て
実
験
が
進
む
日
本
リ
ニ
ア

の
展
望
も
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

２
０
０
２
年
、
世
界
で
初
め

て
の
商
業
用
高
速
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
と
し
て
開
通
し
た

「
上
海
磁
浮
列
車
」。
上
海
の
空

の
入
口
「
浦
東
国
際
空
港
」
か

ら
上
海
郊
外
の
龍
陽
路
駅
ま
で

の
約
30
㌔
㍍
を
最
高
時
速
４
３

０
㌔
㍍
、
約
７
分
と
い
う
速
さ

で
結
ぶ
高
速
鉄
道
だ
。

　

車
内
は
通
路
を
挟
ん
で
左
右

に
３
席
ず
つ
の
座
席
が
あ
り
、

日
本
の
新
幹
線
に
近
い
イ
メ
ー

ジ
。
出
発
す
る
と
車
両
の
一
番

前
の
電
光
掲
示
板
に
現
在
の
速

度
が
表
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
車

体
の
揺
れ
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な

ら
ず
、
移
動
は
快
適
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
上
海
リ
ニ
ア
と

実
用
化
に
向
け
て
実
験
が
進
ん

で
い
る
日
本
の
リ
ニ
ア
に
は
ど

の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

　

そ
も
そ
も
リ
ニ
ア
と
は
、
電

気
モ
ー
タ
ー
で
駆
動
す
る
車
両

の
こ
と
を
い
い
、「
磁
気
浮
上

式
」
と
「
鉄
輪
式
」
の
２
種
類

に
分
か
れ
る
が
、
一
般
的
に
は

磁
気
浮
上
式
を
指
す
こ
と
が
多

い
。
磁
力
に
よ
っ
て
地
上
か
ら

車
体
を
浮
上
さ
せ
た
状
態
で
走

上
海
リ
ニ
ア
と
日
本
リ
ニ
ア

行
す
る
鉄
道
だ
。

　

現
在
リ
ニ
ア
の
開
発
を
手
が

け
る
の
は
、
世
界
で
も
日
本
と

ド
イ
ツ
の
２
国
の
み
。
上
海
で

は
ド
イ
ツ
の
技
術
に
よ
る
も
の

が
走
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
日

本
の
大
き
な
違
い
は
、
使
わ
れ

て
い
る
磁
石
が「
常
電
動
磁
石
」

（
ド
イ
ツ
）
と
、「
超
電
導
磁
石
」

（
日
本
）
で
あ
る
こ
と
。
超
電

導
磁
石
は
常
電
動
磁
石
に
比

べ
、
強
力
な
磁
力
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
ス
ピ

ー
ド
も
出
る
。
ま
た
電
気
抵
抗

が
な
い
の
で
一
度
電
流
を
流
す

と
電
流
が
永
久
に
流
れ
続
け
、

運
転
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
が
進
め
る
超
電
導

リ
ニ
ア
に
よ
る
中
央
新
幹
線
は

２
０
１
０
年
10
月
に
南
ア
ル
プ

ス
を
貫
通
す
る
「
南
ア
ル
プ
ス

　

２
０
１
０
年
秋
、
日
本
テ
ク
ノ
で
は
社
長
を
は
じ
め
、
営
業
部
、
管
理
部
、
保
安
部
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
、

Ｓ
Ｇ
・
Ｅ
Ｔ
事
業
部
、
テ
ク
ノ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
協
力
会
・
日
電
協
の
技
術
者
な
ど
、
総
勢
１
２
０

名
を
超
え
る
社
員
が
参
加
し
、
中
国
へ
の
社
員
旅
行
を
実
施
し
た
。

　

史
上
最
大
の
来
場
者
数
７
３
０
０
万
人
超
を
記
録
し
た
上
海
万
博
で
に
ぎ
わ
う
市
内
を
は
じ
め
、
世
界
遺

産
の
蘇
州
古
典
園
林
な
ど
歴
史
的
な
建
造
物
の
多
く
残
る
古
都
・
蘇
州
市
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
る

中
国
を
め
ぐ
る
旅
行
と
な
っ
た
。

日本テクノ社員旅行

上海の歴史と現在をめぐる

界
第
３
位
、
中
国
で
は
１
番
の
高

さ
を
誇
る
高
層
ビ
ル
だ
（
展
望
台

の
高
さ
は
、
４
７
４
㍍
で
世
界
第

１
位
）。
館
内
に
は
オ
フ
ィ
ス
や

商
業
施
設
、
高
級
ホ
テ
ル
な
ど
が

入
っ
て
お
り
、
展
望
台
に
は
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

こ
の
ビ
ル
、
別
名
を
「
上
海
ヒ

ル
ズ
」
と
い
い
、
日
本
の
森
ビ
ル 

株
式
会
社
が
建
設
し
た
も
の
。

　

森
ビ
ル
に
よ
る
海
外
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
本
ビ
ル
で
３
棟
目
（
す

べ
て
中
国
）。
こ
れ
ま
で
国
内
で

培
っ
て
き
た
開
発
技
術
や
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
ご
存
じ
の
通
り
、
日
本
で

建
設
が
進
ん
で
い
る
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
は
高
さ
６
３
４
㍍
で
、
完
成
す

れ
ば
世
界
一
の
高
さ
と
な
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
途
中
階
に
つ
く
ら
れ

る
展
望
台
の
高
さ
で
は
、
残
念
な

が
ら
上
海
環
球
金
融
中
心
に
は
及

ば
な
い
。

　

世
界
一
の
景
色
を
目
に
す
る
に

は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
、
上
海
ヒ

ル
ズ
ま
で
足
を
延
ば
す
必
要
が
あ

り
そ
う
だ
。

■
上
海
は
不
思
議
な
空
間

　

と
は
い
え
上
海
市
内
を
め
ぐ
る

と
、
近
代
的
な
風
景
の
す
ぐ
横
で

は
、
平
屋
建
て
の
住
宅
で
暮
ら
し

て
い
る
人
々
の
姿
や
、
朝
の
公
園

で
太
極
拳
を
楽
し
む
光
景
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
上
海
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

今
と
昔
の
入
り
混
じ
っ
た
不
思

議
な
空
間
は
、
急
成
長
の
進
む
上

海
な
ら
で
は
の
光
景
。
貴
重
な
異

文
化
体
験
と
な
っ
た
。

ル
ー
ト
（
直
線
ル
ー
ト
）」
で

事
実
上
の
決
着
を
見
せ
る
な
ど

進
展
が
あ
る
も
の
の
、
開
業
に

向
け
て
は
安
全
性
の
確
保
や
膨

大
な
費
用
の
問
題
な
ど
課
題
は

多
く
、
東
京
─
名
古
屋
間
の
開

業
予
定
は
２
０
２
７
年
、
大
阪

開
業
予
定
は
２
０
４
５
年
。
実

用
化
ま
で
に
は
も
う
し
ば
ら
く

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　

し
か
し
こ
れ
が
実
現
す
る

と
、
東
京
─
大
阪
間
の
約
５

０
０
㌔
㍍
が
67
分
で
結
ば
れ

る
。
一
泊
を
要
し
た
出
張
が
日

帰
り
で
き
る
な
ど
、
余
暇
の
過

ご
し
方
も
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ

う
。
実
用
化
後
は
、
外
国
企
業

の
社
員
旅
行
者
が
「
日
本
の
リ

ニ
ア
体
験
が
何
よ
り
楽
し
み
」

と
期
待
す
る
よ
う
な
存
在
に
な

っ
て
い
る
は
ず
だ
。

空港と上海郊外を結ぶリニアモーターカー。

環境意識、日本とのつながり、
昔ながらの風景……

地上 101 階。中国一の高さを誇る上海環球金融中心。

上
海
の
高
層
ビ
ル
群
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
。

Techno View日本テクノ社内情報

　

環
境
省
が
実
施
す
る
「
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
﹃
見
え
る

化
﹄
評
価
・
広
報
事
業
」（
以
下
、

評
価
・
広
報
事
業
）
で
、
日
本

テ
ク
ノ
が
提
案
し
た
「
電
気
の

﹃
見
え
る
化
﹄
と
﹃
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
﹄
に
よ
る
省
エ
ネ
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
」

が
審
議
の
結
果
、
当
該
事
業
の

一
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
同

社
は
、
２
０
０
８
年
度
の
「
中

小
企
業
の
省
エ
ネ
推
進
事
業
」

（
経
済
産
業
省
）、
２
０
０
９
年

度
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
﹃
見
え
る

化
﹄
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
」

（
環
境
省
）
で
も
提
案
事
業
が

採
択
さ
れ
て
お
り
、
省
庁
が
実

施
す
る
公
募
事
業
に
採
用
さ
れ

　

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協
の
札
幌
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す

る
電
気
管
理
技
術
者
の
森
昌
義

さ
ん
が
、
長
年
の
電
気
施
設
保

全
業
務
功
労
に
よ
り
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
し
た
。

　

森
さ
ん
は
現
在
68
歳
。
18
〜

60
歳
の
長
期
に
わ
た
り
北
海
道

電
力
に
勤
務
し
て
い
た
。
50
歳

代
半
ば
で
北
海
道
電
気
工
事
株

式
会
社
に
出
向
。
60
歳
で
北
海

道
電
力
を
退
職
し
た
後
も
、
出

向
先
だ
っ
た
北
海
道
電
気
工
事

株
式
会
社
に
嘱
託
社
員
と
し
て

63
歳
ま
で
勤
務
。
そ
の
後
、
日

本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
の

札
幌
グ
ル
ー
プ
所
属
と
な
る
。

　

北
海
道
電
力
時
代
は
、
発
電

所
の
保
安
部
門
に
長
く
携
わ

　

２
０
１
０
年
10
月
、
日
本
テ

ク
ノ
は
北
海
道
お
よ
び
九
州
地

域
に
新
規
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ
）
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

北
海
道
に
は
旭
川
Ｓ
Ｃ
、
九
州

に
は
大
分
Ｓ
Ｃ
・
長
崎
Ｓ
Ｃ
・

宮
崎
Ｓ
Ｃ
の
３
つ
、
合
計
４
拠

点
が
、
一
挙
に
開
設
さ
れ
た
。

地
域
技
術
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

要
と
な
る
Ｓ
Ｃ
が
増
強
さ
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
か
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
地
と
連
絡

先
は
以
下
の
通
り
。

●
旭
川
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

北
海
道
旭
川
市
１
条
通
７
丁
目

２
０
２

☎
０
１
６
６—

２
９—

２
５
５
５

た
の
は
今
回
で
３
度
目
。

　

今
回
の
評
価
・
広
報
事
業
で

は
、同
社
の
行
う
「
見
え
る
化
」

に
つ
い
て
の
効
果
検
証
の
手
法

と
そ
の
結
果
に
対
し
、
有
識
者

の
助
言
な
ど
と
い
っ
た
支
援
が

提
供
さ
れ
る
。
同
社
は
、
そ
う

し
た
公
的
な
第
三
者
の
評
価
を

受
け
る
こ
と
で
、
広
く
一
般
に

提
案
事
業
を
訴
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
専
用
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
、
成
果

の
公
表
も
行
わ
れ
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

１
月
末
ま
で
提
案
事
業
を
実
施

し
、
成
果
を
報
告
。
２
月
中
に

効
果
の
検
証
な
ど
を
行
い
、
２

〜
３
月
に
最
終
報
告
会
が
開
か

れ
る
予
定
。

り
、
最
後
は
集
中
制
御
の
部
門

に
所
属
し
て
い
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
社
内
で
は
「
国

家
か
ら
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
功

労
を
持
つ
人
と
一
緒
に
仕
事
が

で
き
る
の
は
光
栄
。
本
当
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
」
と
森
さ
ん

に
対
す
る
称
賛
の
声
が
随
所
で

上
が
っ
た
。

●
大
分
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

大
分
県
大
分
市
高
砂
町
１—

30

☎
０
９
７—

５
１
３—

４
０
７
０

●
長
崎
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

長
崎
県
大
村
市
東
本
町
４
６
２

☎
０
９
５
７—

２
０—

７
１
８
４

●
宮
崎
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
崎
県
宮
崎
市
高
千
穂
通
１—

６—

８

☎
０
９
８
５—

３
５—

５
１
９
１ 夫婦で臨んだ勲章伝達式での森昌義さん。旭川サービスセンター内会議スペース。

http://cubicle-hoan.jp/
https://www.n-techno.co.jp/
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実
は
そ
う
し
た
手
間
の
か
か
る
調
理
に

こ
そ
最
適
な
の
が
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
だ
。

　

鍋
や
お
で
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
体
の
温

ま
る
根
野
菜
や
鶏
肉
を
使
っ
た
煮
物
な

ど
、
じ
っ
く
り
調
理
が
必
要
な
料
理
に

は
温
度
設
定
機
能
を
活
用
。
火
加
減
調

整
の
難
し
い
弱
火
を
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で

設
定
で
き
る
。
一
定
温
度
を
保
っ
て
、

適
切
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
掃
除
や
洗

濯
な
ど
の
家
事
を
し
な
が
ら
で
も
消
し

忘
れ
や
空
だ
き
の
心
配
は
な
く
調
理
が

可
能
。
タ
イ
マ
ー
が
切
れ
た
ら
そ
の
ま

ま
寝
か
せ
て
お
け
ば
、
し
っ
か
り
と
味

が
し
み
込
ん
だ
煮
豆
の
完
成
だ
。

　

調
理
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
Ｉ
Ｈ
ク
ッ

キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
も
う
一
つ
の
特
徴

で
あ
る
凹
凸
の
な
い
プ
レ
ー
ト
を
ふ
き

ふ
き
こ
ぼ
れ
や
こ
げ
つ
き
も
検
知
し
て

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
そ
の
点
も
安

心
だ
。

　

ま
た
、
よ
り
長
い
調
理
時
間
が
必
要

な
煮
豆
な
ど
に
も
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
は
も
っ
て
こ
い
の
調
理
器
具
に

な
る
。
長
時
間
じ
っ
く
り
煮
る
こ
と
で

や
わ
ら
か
く
う
ま
み
た
っ
ぷ
り
に
仕
上

が
る
煮
豆
に
は
、
タ
イ
マ
ー
設
定
が
活

用
で
き
る
。
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
の
時
間
を

ん
で
手
早
く
拭
い
て
、
キ
ッ
チ
ン
を
清

潔
に
保
っ
て
お
け
ば
完
璧
。

　
「
昔
な
が
ら
の
日
本
の
味
は
、
昔
な

が
ら
の
つ
く
り
方
で
」
も
い
い
け
れ

ど
、
こ
の
便
利
さ
手
軽
さ
は
、
な
か
な

か
良
好
な
相
性
だ
と
考
え
て
い
い
。
日

本
の
味
と
最
新
家
電
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
と
い
う
今
昔
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
。
効
率
的
で
お
い
し
い
手
づ
く
り

の
味
を
楽
し
ん
で
み
た
い
。

冬
の
定
番
料
理
と
い
え
ば

時
間
を
か
け
て
、
じ
っ
く
り
と

煮
込
む
も
の
が
多
い
け
れ
ど
…
…

エコテナントユーザーレポート

東京・南青山
青山ビル

株式会社 青山ビル

技
術
者
か
ら
計
算
方
法
を
教

え
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
検
針

し
て
も
ら
っ
た
数
値
を
当
て

は
め
、自
ら
算
出
し
て
い
た
。

電
卓
で
計
算
す
る
こ
と
も
あ

り
、
過
去
に
は
金
額
を
少
な

く
請
求
し
て
し
ま
う
間
違
い

も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
れ
で
も
間
違
い
だ
っ

た
の
で
追
加
分
を
く
だ
さ
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

テ
ナ
ン
ト
さ
ん
か
ら
計
算
方

法
の
根
拠
を
教
え
て
ほ
し
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
ち
ら
と
し
て
は
、

教
え
て
も
ら
っ
た
計
算
方
法

に
沿
っ
て
や
っ
て
い
る
だ
け

な
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
答

え
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
ね
」（
同
氏
）

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
は
日
本
テ

ク
ノ
が
各
テ
ナ
ン
ト
の
電
気

料
金
請
求
を
代
行
す
る
サ
ー

ビ
ス
。
導
入
後
は
、
宗
さ
ん

を
悩
ま
せ
て
い
た
請
求
業
務

は
一
切
な
く
な
っ
た
。ま
た
、

最
近
は
オ
フ
ィ
ス
の
壁
に
つ

け
ら
れ
た
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の

モ
ニ
タ
が
目
に
入
る
た
び
、

エ
コ
の
意
識
も
芽
生
え
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
ス
イ
ッ
チ
を
小
ま
め
に

消
す
と
か
、
窓
を
開
け
て
な

る
べ
く
空
調
を
使
わ
な
い
な

ど
を
心
掛
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」（
同
氏
）

　

東
京
都
港
区
。
青
山
通
り

と
六
本
木
通
り
を
結
ぶ
通
称

「
骨
董
通
り
」
と
呼
ば
れ
る

道
路
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
青
山
ビ
ル
。
古
美
術
品
な

ど
を
扱
う
骨
董
品
店
や
高
級

ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
有
名
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
が
軒
を
並
べ
る
ハ

イ
セ
ン
ス
な
街
と
し
て
知
ら

れ
る
場
所
だ
。

　

同
ビ
ル
は
８
階
建
て
。
飲

食
店
や
店
舗
、
オ
フ
ィ
ス
が

入
居
す
る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で

あ
る
。
オ
ー
ナ
ー
は
７
階
に

オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
株
式
会

社 

青
山
ビ
ル
。
２
年
ほ
ど

前
に
、
社
長
の
宗
正
清
さ
ん

が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
を

決
め
た
。

　
「
営
業
さ
ん
が
と
て
も
熱

心
に
提
案
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。話
を
聞
い
て
み
る
と
、

そ
れ
ま
で
本
当
に
重
荷
に
な

っ
て
い
た
テ
ナ
ン
ト
へ
の
電

気
料
金
の
請
求
管
理
業
務
が

不
要
に
な
る
と
わ
か
り
、
さ

ら
に
定
期
的
に
交
換
が
必
要

な
テ
ナ
ン
ト
ご
と
の
子
メ
ー

タ
ー
も
新
し
く
で
き
る
と
の

こ
と
。
そ
ん
な
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
な
ら
、
す
ぐ
に
で
も

や
り
た
い
と
導
入
を
決
め
た

ん
で
す
」（
同
氏
）

　

そ
れ
ま
で
テ
ナ
ン
ト
へ
の

電
気
料
金
の
請
求
額
は
、
以

前
委
託
し
て
い
た
電
気
管
理

重荷だった請求管理業務。
それが不要になる提案に即同意 同ビル屋上にあるキュービクル。手前扉に

テナントの電力使用状況を受信する装置が
セットされていることがわかる。

保証制度で無償の復旧
夜間の緊急工事、翌日は通常営業

﹁
事
故
が
起
き
て
は
じ
め
て

電
気
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
﹂

　

２
０
１
０
年
７
月
26
日
19
時
13

分
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
段

ボ
ー
ル
製
造
の
東
秀
紙
器
株
式
会
社

が
突
然
の
停
電
に
見
舞
わ
れ
た
。
停

電
通
報
は
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
に
設
置
さ

れ
た
日
本
テ
ク
ノ
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
Ｅ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
同
社
の
監
視
セ

ン
タ
ー
に
伝
わ
り
、
現
場
に
い
る
電

旧
を
希
望
す
る
岸
本
さ
ん
の
意
向
を

伝
え
緊
急
工
事
の
手
配
を
依
頼
し

た
。
監
視
セ
ン
タ
ー
で
は
、
対
応
可

能
な
協
力
工
事
会
社
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
検
索
し
、
交
換
用
の
Ｐ
Ａ
Ｓ

を
在
庫
し
て
い
た
株
式
会
社 

五
常

に
緊
急
工
事
を
要
請
し
た
。

　

工
事
開
始
は
、
深
夜
０
時
。
翌
朝

急
い
で
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
に
連
絡
す

る
と
、
技
術
者
が
30
分
で
到
着
す
る

と
言
わ
れ
、
待
機
し
て
い
る
と
本
当

に
30
分
で
来
て
く
れ
ま
し
た
」（
取

締
役
工
場
長
・
岸
本
正
行
さ
ん
）

　

現
場
に
到
着
し
た
電
気
管
理
技
術

者
の
川
上
護
は
、
即
座
に
調
査
を
開

始
し
、
落
雷
被
害
が
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
み
で

あ
る
と
特
定
す
る
と
、
日
本
テ
ク
ノ

監
視
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
。
早
急
な
復

の
４
時
24
分
、
受
電
を
再
開
し
、
復

旧
作
業
は
完
了
し
た
。

　

岸
本
さ
ん
は
「
工
事
が
始
ま
り
冷

静
に
状
況
を
見
る
と
、
５
人
の
作
業

員
が
夜
中
の
緊
急
工
事
。
費
用
は
ど

れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
と
、
正
直
、

少
し
不
安
に
も
な
り
ま
し
た
。
で
も

後
日
、
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
保
証
制

度
で
全
額
負
担
し
て
も
ら
え
る
こ
と

が
わ
か
り
、
金
銭
面
の
被
害
も
な
か

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

事
故
翌
日
、
機
器
稼
働
に
は
ま
っ

た
く
影
響
が
な
く
、
通
常
通
り
業
務

を
開
始
で
き
た
。
も
し
業
務
が
停
止

し
て
い
た
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
失
う

信
用
は
計
り
知
れ
な
か
っ
た
と
岸
本

さ
ん
は
胸
を
な
で
お
ろ
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
電
気
に
関
し
て

は
何
も
な
く
て
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
事

故
が
起
こ
っ
て
み
て
は
じ
め
て
、
電

気
管
理
の
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
ね
」（
同
氏
）

7 階にある同 社
オフィスからの眺
め。青山通りと六
本木通りをつなぐ
おしゃれスポットと
して人 気 の 高 い
骨董通りの街並み
が一望できる。

pickuppickup

　

日
本
で
は
今
、
太
陽
光
を
含
む

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促

進
の
た
め
、
全
量
買
取
制
度
導
入

の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
北
米
で
は
す
で
に
、
そ
う
し

た
普
及
政
策
の
導
入
は
進
ん
で
お

り
、
太
陽
光
発
電
市
場
は
活
況
を

呈
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

北
米
で
導
入
さ
れ
て
い
る
の
は

太
陽
光
発
電
に
よ
る
固
定
価
格
買

取
制
度
や
減
税
な
ど
の
補
助
政

策
。
こ
れ
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

な
ど
が
投
資
目
的
で
太
陽
電
池
を

設
置
す
る
例
が
増
加
し
て
い
る
。

買
取
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
７
〜

ギ
ー
等
の
利
用
を
一
定
の
割
合
で

義
務
づ
け
る
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
の
導
入

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

制
度
整
備
の
進
展
を
背
景
に
、
太

陽
光
発
電
市
場
は
、
年
40
％
程
度

の
ペ
ー
ス
で
拡
大
す
る
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

で
は
国
内
の
状
況
を
み
て
い
こ

う
。
日
本
で
は
昨
年
７
月
、「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取

８
年
で
設
置
費
用
を
回
収
で
き
、

そ
の
後
は
発
電
し
た
分
だ
け
収
入

に
な
る
。
昨
年
10
月
に
は
、
カ
ナ

ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
あ
る
家
具

販
売
会
社
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
が
同
州
で
最

大
規
模
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

政
府
に
よ
る
補
助
金
な
ど
の
支
援

制
度
を
拡
充
。
ま
た
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
を
含
む
37
州
で
は
、
日
本

と
同
様
、
電
力
会
社
に
新
エ
ネ
ル

設
備
」、
価
格
は
「
15
ま
た
は
20

円
／
㌔
㍗
時
」、
期
間
は
「
15
ま

た
は
20
年
」、
住
宅
用
の
扱
い
は

「
現
行
制
度
を
維
持
」
を
ベ
ー
ス

と
し
た
案
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
是
非
も
含
め
て
制
度
の
詳
細

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
順
調
な
ら

今
年
の
通
常
国
会
に
必
要
な
法
案

が
提
出
さ
れ
、
２
０
１
２
年
度
に

制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
可
能
性
も

制
度
」
の
大
枠
が
決
ま
っ
た
。
制

度
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡

大
」「
国
民
負
担
」「
系
統
安
定
化

対
策
」
の
3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
民
負

担
を
で
き
る
限
り
抑
え
つ
つ
、
最

大
限
に
導
入
効
果
を
高
め
る
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　

大
枠
で
は
、
買
取
対
象
は
「
実

用
段
階
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
新
設

集
中
的
な
政
策
を
実
施
し
て
い
く

方
針
だ
。
政
府
に
は
、
太
陽
光
発

電
の
導
入
拡
大
に
不
可
欠
な
技
術

面
・
社
会
面
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、

産
業
競
争
力
の
向
上
と
い
っ
た
幅

広
い
観
点
か
ら
の
総
合
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
市
場
の

活
況
を
導
い
た
北
米
の
政
策
に
準

じ
る
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。
太
陽
光
発
電
の
普
及
拡
大

と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
買
取

に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
ど

の
程
度
付
与
す
る
か
が
焦
点
と
な

り
、
政
府
が
将
来
目
指
す
べ
き
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
国
民
と
共
有
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。

　

政
府
は
、
こ
こ
５
年
以
内
が
太

陽
光
発
電
の
価
格
競
争
力
の
強
化

を
図
る
意
味
で
も
正
念
場
と
と
ら

え
て
お
り
、国
内
需
要
を
創
出
し
、

市
場
拡
大
の

中
で
コ
ス
ト

低
減
を
達
成

す
る
た
め
、

太陽光普及拡大を視野に入れた全量買取の制度設計

来
年
度
、全
量
買
取
ス
タ
ー
ト
の
可
能
性
も

日本テクノ提供番組
絶賛放映中

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

落
雷
停
電
事
故
の
対
応
に
あ

た
っ
た
取
締
役
工
場
長
の
岸

本
正
行
さ
ん
。

神奈川県相模原市の東秀紙器 株式会社。
環境に優しい素材で、大切な商品を確かに
包み、安心・安全を届けるという理念のも
と段ボールの包装設計および製造を行う。
URL ● http://www.danboard.com/

緊急工事で復旧したＰＡＳ。

力
会
社
へ
の
状
況
確
認
で
、
雷
に
よ

る
Ｐ
Ａ
Ｓ
（
高
圧
気
中
開
閉
器
）
の

焼
損
が
原
因
と
判
明
し
た
。

　
「
出
先
か
ら
会
社
に
戻
る
と
Ｐ
Ａ

Ｓ
か
ら
煙
が
出
て
い
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
見
た
瞬
間
、
翌
日
に
予
定
し
て

い
た
多
く
の
仕
事
が
頭
を
よ
ぎ
り
、

一
刻
も
早
い
復
旧
を
願
い
ま
し
た
。

IH クッキングヒーター 編

昔ながらの日本の味と
最新家電の相性は？

　

日
本
の
冬
の
風
物
詩
と
い
え
ば
、
こ

た
つ
に
、
み
か
ん
。
北
風
、
マ
フ
ラ
ー
、

雪
景
色
。
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
な
ど
寒

い
季
節
な
ら
で
は
の
楽
し
み
も
多
い
。

そ
し
て
食
卓
に
は
、
鍋
や
お
で
ん
な
ど

の
体
の
芯
か
ら
温
ま
る
料
理
が
並
ぶ
。

最
近
で
は
デ
パ
ー
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
季
節
料
理

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
や
は
り
手
づ
く
り
の
味
が
食

べ
た
い
も
の
。

　

冬
の
定
番
料
理
は
煮
込
み
料
理
な

ど
、
時
間
の
か
か
る
も
の
が
多
い
が
、

この機能がベストマッチ

鍋物、おでん、
といった煮物全
般に。

一 定 温 度を保
てる弱火設定が
簡単。

長く煮込みが必
要な煮豆やシチ
ューなどに。

設定後は他の作
業も。そのまま
寝かせて完成。

調理が終わった
ら毎回、ふきん
でササっと。

凹 凸 がな い の
で 手 早 い 拭 き
掃除ができる。

温
度
設
定
機
能

平
ら
な
プ
レ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
機
能

機能 ココが便利 最適シーン

オール電化生活

わが家の
放映日 出演企業 所在地 業種

7/1 株式会社叙々苑 游玄亭
西麻布本館 東京 焼肉チェーン

7/8 株式会社エコシス埼玉 埼玉 産業廃棄物処理
7/15 社会福祉法人 昭和村 千葉 老人ホーム
7/22 株式会社ヒキフネ（前編） 東京 メッキ加工
7/29 株式会社ヒキフネ（後編） 東京 メッキ加工
8/5 株式会社レーシングワールド 大阪 バイク用品小売

8/12 交友印刷株式会社 兵庫 印刷
8/19 株式会社岩井化成 茨城 リサイクル加工

8/26 株式会社ねぼけ
梵珠庵 ひたちなか店 茨城 飲食店

9/2 株式会社グンゴー 群馬 精密板金加工
9/9 朝日共販株式会社 兵庫 海産物加工販売

9/16 株式会社キムラプラスチックス 大阪 プラスチック成形
9/23 株式会社ツタ 神奈川 金属製品加工

9/30 株式会社パレスホテル
お宿　伊豆の城 静岡 温泉宿泊施設

10/6 松本印刷株式会社 静岡 印刷
10/13 大協樹脂株式会社 茨城工場 茨城 グラビア印刷

10/20 株式会社叙々苑
フードファクトリー 東京 食品加工

10/27 朝霧ジャンボリーゴルフクラブ 静岡 ゴルフ場宿泊施設

11/3 株式会社雅秀殿
石焼らーめん火山 御幸町店 宇都宮 ラーメン店

11/10 株式会社新日本カレンダー 大阪 製造
11/17 株式会社 TANOI 栃木 製造
11/24 快適倶楽部リフレ 福岡 スポーツクラブ
12/1 長田公設市場食遊館 兵庫 スーパー
12/8 福さ屋株式会社 福岡 食品加工

12/15 健康住宅株式会社 福岡 住宅建築販売

12/22 株式会社テイツー
古本市場 春日部緑町店 埼玉 古本小売

2010 年の出演企業一覧

株式会社叙々苑 フードファクトリー
　

各
部
署
か
ら
エ
コ

リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し

て
省
エ
ネ
委
員
会
を

組
織
。
品
質
管
理
の

た
め
、
部
署
ご
と
に

異
な
る
空
調
の
温
度

設
定
が
必
要
だ
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ

コ
リ
ー
ダ
ー
が
各
自

取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
で
温
度
管
理
も

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

株式会社雅秀殿　石焼らーめん火山　御幸町店
　

省
エ
ネ
活
動
を
始

め
た
が
、
成
果
は
チ

ェ
ー
ン
店
ご
と
に
ば

ら
ば
ら
だ
っ
た
。
そ

こ
で
担
当
者
が
全
店

舗
に
向
け
て
メ
ー
ル

を
送
信
し
、
活
動
へ

の
協
力
を
依
頼
。
ア

イ
デ
ア
も
募
集
し

た
。
す
る
と
次
々
に

ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら

れ
、
大
き
な
成
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
。

快適倶楽部リフレ
　

温
水
を
つ
く
る
た

め
の
燃
料
節
減
な
ど

に
取
り
組
む
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
。
浴
場
や

プ
ー
ル
の
廃
熱
を
利

用
し
て
水
道
水
を
一

度
あ
た
た
め
て
、
そ

の
水
を
ボ
イ
ラ
ー
で

加
熱
す
る
シ
ス
テ
ム

を
考
案
し
実
行
に
移

す
。
そ
れ
ま
で
の
燃

料
費
を
12
％
も
削
減

で
き
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
２
０
１
０
年
７

月
か
ら
、
テ
レ
ビ
番
組
の
提
供
を
開
始

し
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
ユ
ー
ザ
ー
企
業
が
ど

の
よ
う
な
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
そ
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
く
番

組
。
電
気
の
省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
ガ

ス
や
水
道
、
さ
ら
に
は
社
内
の
意
識
改

革
や
原
材
料
の
有
効
活
用
方
法
な
ど
事

業
活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る

ノ
ウ
ハ
ウ
が
満
載
の
情
報
番
組
だ
。
放

映
は
、
毎
週
水
曜
日
、
夜
９
時
54
分
か

ら
。
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
７
ch
の
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ

パ
ン
に
て
視
聴
で
き
る
。

　

２
０
１
０
年
に
は
26
回
分
が
放
映
さ

れ
、
製
造
業
を
中
心
に
、
小
売
店
、
オ

フ
ィ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
福
祉
施
設

な
ど
幅
広
い
業
種
の
省
エ
ネ
活
動
が
紹

介
さ
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
も
独
自
の
ア

イ
デ
ア
に
よ
っ
て
、
大
き
な
省
エ
ネ
効

果
を
生
ん
で
い
る
ユ
ー
ザ
ー
ば
か
り
。

番
組
で
は
、
そ
う
し
た
省
エ
ネ
手
法
を

単
調
に
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

ア
イ
デ
ア
を
生
ん
だ
背
景
や
苦
労
話
、

と
き
に
は
省
エ
ネ
担
当
者
の
人
間
性
に

も
触
れ
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
省
エ

ネ
の
手
法
を
学
べ
る
つ
く
り
に
な
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
過
去
放

送
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ウ
ェ
ブ
版

「
省
エ
ネ
の
達
人
﹃
企
業
編
﹄」
の
自
社

サ
イ
ト
で
公
開
。
サ
イ
ト
は
放
送
翌
日

の
木
曜
日
に
更
新
さ
れ
る
。

︻URL

︼http://www.eco-tatsujin.jp/

毎週水曜 
夜９時 54 分～

（BS デジタル７ch）

例えば
こんな内容

http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tenant.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 冬季　【季刊】

http://www.eria.jp/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 冬季　【季刊】

「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

削
減

導入事例

電　力
使用量

電　力
使用量

　

創
業
以
来
、「
外
断
熱
工

法
」
に
よ
る
高
機
能
住
宅
、

自
然
素
材
住
宅
に
特
化
し
た

住
宅
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
熱
い
支
持
を
常

に
受
け
て
い
る
福
岡
県
福
岡

市
の
健
康
住
宅 

株
式
会
社
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
で
「
電

気
の
見
え
る
化
」
が
な
さ
れ

た
同
社
で
は
、
社
員
の
間
か

ら
省
エ
ネ
活
動
の
ア
イ
デ
ア

が
次
々
と
出
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と

で
、
導
入
前
に
比
べ
、
契
約

電
力
30
㌔
㍗
、
使
用
量
43
・

２
％
と
い
う
大
き
な
成
果
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
部
署
ご
と
に
行

う
社
内
会
議
。
こ
れ
を
一
つ

の
部
屋
で
ス
ペ
ー
ス
を
区
切

っ
て
同
時
刻
に
行
う
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
で
照
明
も
空
調

も
一
部
屋
分
だ
け
で
済
む
。

ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
を
つ
な
ぐ

コ
ン
セ
ン
ト
。
こ
れ
を
個
別

に
入
り
切
り
で
き
る
タ
イ
プ

に
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
イ

ッ
チ
に
使
用
者
の
名
前
を
つ

け
る
。
こ
れ
で
、
消
し
忘
れ

防
止
は
も
ち
ろ
ん
未
使
用
時

に
こ
ま
め
に
消
す
習
慣
も
つ

い
た
。
そ
の
他
、
照
明
ス
イ

ッ
チ
に
は
場
所
を
示
す
シ
ー

ル
を
貼
る
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
の
当
て
方
の
工
夫
で
体
感

す
る
明
る
さ
を
変
え
ず
に
照

明
器
具
の
数
を
減
ら
す
な
ど

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

効
果
的
な
ア
イ
デ
ア
が

続
々
と
生
ま
れ
る
理
由
の
一

つ
は
、
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
の
交

代
制
。
同
社
で
は
半
年
に
一

度
、
業
績
ア
ッ
プ
や
経
費
削

減
を
目
的
に
し
た
社
外
の
研

修
会
に
会
社
を
代
表
し
て
２

名
の
社
員
が
出
席
す
る
。
こ

の
２
名
が
そ
の
後
の
半
年

間
、
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
、
次
の
出
席
者

に
取
り
組
み
を
引
き
継
ぐ
。

研
修
に
参
加
し
た
社
員
は
、

確
実
に
知
識
を
高
め
、
活
動

は
継
続
さ
せ
な
が
ら
新
し
い

視
点
と
ア
イ
デ
ア
が
加
わ
っ

て
い
く
。
同
社
で
は
今
も
創

意
工
夫
が
生
ま
れ
て
い
る
。

前任の小山勇一さん（左）と現
エコリーダーの藤村興さん。

メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
え
で

全
員
が
エ
コ
リ
ー
ダ
ー

新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
が
続
々

福岡県福岡市城南区別府 5-25-21
TEL　092（846）3000
URL　http://www.kenkoh-jutaku.co.jp/
設立●1998 年 8 月
従業員数● 48 名
業務内容●住宅設計・施工・管理ほか

健康住宅 株式会社

健
康
住
宅 

株
式
会
社

（2009 年 9 月～ 2010 年 8 月
※導入前年 07 ～ 08 年比）

43.2%

　

京
都
府
京
都
市
に
あ
る
食

事
苑
京
阪
。
井
上
産
業 

株

式
会
社
が
運
営
す
る
収
容
客

数
２
３
０
名
に
及
ぶ
和
食
レ

ス
ト
ラ
ン
だ
。パ
ー
テ
ィ
ー
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
小
規
模
な

宴
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

ン
に
合
わ
せ
た
会
食
が
楽
し

め
る
繁
盛
店
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

０
８
年
６
月
。
導
入
時
に
日

本
テ
ク
ノ
に
よ
る
勉
強
会
が

開
か
れ
、
そ
こ
で
省
エ
ネ
活

動
や
デ
マ
ン
ド
の
知
識
が
全

従
業
員
に
浸
透
し
た
。

　
「
導
入
当
初
は
私
か
ら
注

意
を
促
す
こ
と
が
何
度
か
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
導
入
で
、
従
業
員
の
意

識
が
変
わ
り
、
行
動
も
変
化

し
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
店

長
の
河
合
一
充
さ
ん
が
語
る

よ
う
に
、
各
人
が
当
事
者
意

識
を
持
っ
て
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

と
は
い
え
、
個
々
の
取
り

組
み
は
、
ポ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー
、
照
明
、
ト
イ

レ
の
便
座
、
エ
ア
タ
オ
ル
な

ど
の
電
気
を
無
駄
な
く
使
用

す
る
と
い
っ
た
細
か
な
こ

と
。
ま
た
、
空
調
や
照
明
の

ス
イ
ッ
チ
を
お
客
様
の
入
り

具
合
に
合
わ
せ
て
入
り
切
り

す
る
よ
う
な
活
動
。
そ
れ
で

も
そ
ん
な
細
か
な
取
り
組
み

の
積
み
重
ね
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
前
と
比
較
し
て
契
約
電

力
で
は
12
㌔
㍗
、
電
力
使
用

量
で
は
６
・
３
％
の
削
減
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

京
都
市
で
は
飲
食
業
界
を

対
象
に
２
０
０
８
年
か
ら
、

残
飯
、
空
き
ビ
ン
、
空
き
缶
、

紙
類
な
ど
の
年
間
消
費
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
記
録
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
２
０
１
０
年

６
月
か
ら
、
記
録
を
も
と
に

し
た
削
減
実
績
の
提
出
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
河
合
さ
ん
は
「
電

気
の
見
え
る
化
」
で
培
っ
た

管
理
体
制
が
生
か
せ
る
と
笑

顔
を
見
せ
る
。

勉
強
会
で
知
識
を
習
得
し

行
動
と
意
識
が
変
化

細
か
な
積
み
重
ね
を
実
践

京都府京都市伏見区下鳥羽平塚町134
TEL　075（601）5194
設立●1962 年
従業員数● 20 名（パート・アルバイト含む）
業務内容●和食レストラン
収容客数● 230 名

井上産業 株式会社　食事苑京阪

井
上
産
業 

株
式
会
社　

食
事
苑
京
阪

　

バ
ス
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ

ン
な
ど
の
水
ま
わ
り
を
中
心

と
す
る
住
宅
設
備
機
器
メ
ー

カ
ー
の
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会

社
。
全
国
に
７
つ
の
工
場
、

１
０
４
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を

展
開
す
る
業
界
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
る
環
境
保
護
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た

静
岡
県
浜
松
市
の
浜
松
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
導

入
さ
れ
た
の
は
２
０
０
９
年

６
月
。
所
長
の
渡
部
泰
行
さ

ん
は
、
そ
れ
ま
で
推
進
し
て

き
た
環
境
保
護
活
動
の
一
環

で
導
入
を
決
め
た
。
太
陽
光

設
備
や
エ
コ
カ
ー
へ
の
入
れ

替
え
な
ど
と
い
っ
た
イ
ニ
シ

ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
い
省
エ
ネ

活
動
よ
り
、
そ
こ
ま
で
の
コ

ス
ト
を
か
け
ず
に
で
き
る
点

も
魅
力
だ
っ
た
と
い
う
。

　

導
入
後
の
取
り
組
み
は
警

報
が
鳴
る
と
事
務
所
の
空
調

を
切
る
こ
と
や
パ
ソ
コ
ン
で

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の

電
力
使
用
状
況
を
逐
次
確
認

す
る
こ
と
。
そ
ん
な
渡
部
さ

ん
の
活
動
に
、
徐
々
に
ま
わ

り
も
感
化
さ
れ
、
意
識
も
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

　
「
早
朝
、
事
務
所
に
行
く

と
電
気
を
つ
け
ず
に
仕
事
を

し
て
い
る
社
員
が
い
た
ん
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意
識

は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
が
が
ま
ん

や
無
理
な
努
力
で
は
継
続
は

難
し
い
。
毎
日
の
歯
磨
き
の

よ
う
に
努
力
で
は
な
く
自
然

に
や
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
」（
同
氏
）

　

そ
こ
で
渡
部
さ
ん
は
、
警

報
が
鳴
っ
た
ら
空
調
を
切

る
、
決
ま
っ
た
時
間
に
屋
外

照
明
を
切
る
と
い
っ
た
単
純

な
ル
ー
ル
で
シ
ス
テ
ム
化
し

無
理
な
く
習
慣
化
で
き
る
呼

び
掛
け
を
進
め
た
。
今
で
は

導
入
前
に
比
べ
、
年
間
約
60

万
円
の
電
気
代
を
抑
え
る
ま

で
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

が
ま
ん
や
努
力
で
は
な
く

省
エ
ネ
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
で

無
理
な
く
習
慣
化

静岡県浜松市東区宮竹町 196-1
TEL　053（467）1017
URL　http://www.toto.co.jp/
設立●1917年（浜松ショールーム1999 年）
従業員数● 24 名（連結 23,935 名）
業務内容●ショールーム

TOTO 株式会社 浜松ショールーム

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社 

浜
松
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

省
エ
ネ
活
動
を
円
滑
に

推
進
す
る
コ
ツ
は
ス
タ
ッ
フ
と
の

「
協
働
体
制
」
に
あ
る

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

静岡県富士宮市猪之頭 2971
TEL　0544（52）0246（代表）
URL　http://www.asagiri.net/golf/
設立●1973 年 3 月
従業員数●160 名
業務内容●ゴルフ場・宿泊施設

　 朝霧高原開発　朝霧ジャンボリーゴルフクラブ

　

 

朝
霧
高
原
開
発　

朝
霧
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（2009 年 6 月～ 2010 年 3 月）

（2009 年 8 月～ 2010 年 4 月）

（2008 年 9 月～ 2009 年 7 月）

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

5.5%

6.3%

19.2%

38kW

10kW

30kW

12kW

　
「
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
当
初
の

慣
れ
な
い
う
ち
は
大
変
で
し

た
。
電
力
オ
ー
バ
ー
は
す
な

わ
ち
店
の
繁
盛
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
」
と
振
り
返
る
の

は
、
東
京
都
国
立
市
に
あ
る

焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
三
千
浦

（
サ
ン
チ
ョ
ン
ポ
）
店
長
の

中
村
隆
史
さ
ん
。
店
内
は
、

Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
ジ
ャ
ズ
が
竹
を
使

っ
た
モ
ダ
ン
な
イ
ン
テ
リ
ア

と
調
和
し
、
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
。
最
上
級
素
材
を
最
高

の
焼
き
方
で
味
わ
う
と
い
う

「
極
上
の
焼
肉
」
の
提
供
で

客
足
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い

人
気
店
だ
。

　

当
初
、
難
し
い
と
思
っ
て

い
た
店
舗
運
営
と
省
エ
ネ
活

動
の
両
立
だ
が
、
中
村
さ
ん

は
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
で
そ
れ

を
乗
り
切
る
。
例
え
ば
デ
マ

ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
電
力

使
用
の
傾
向
を
詳
細
に
把
握

し
、
曜
日
や
天
候
、
予
約
状

況
な
ど
か
ら
事
前
に
取
り
組

み
の
計
画
を
立
て
る
。
込
み

あ
う
と
予
測
す
れ
ば
、
あ
ら

か
じ
め
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
細
か
い
電
源
を
余
さ
ず

切
っ
て
お
く
。
そ
れ
で
も
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警
報
が
鳴
る
と
、

店
舗
の
上
に
あ
る
自
宅
に
連

絡
し
、
空
調
を
切
っ
て
も
ら

う
な
ど
で
対
応
。
ま
た
、
警

報
が
鳴
る
と
、
オ
ー
ナ
ー
や

ホ
ー
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
率

先
し
て
無
駄
な
電
気
を
切
っ

て
回
る
と
い
う
よ
う
に
惜
し

み
な
い
協
力
を
す
る
。
結

果
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
落
と

さ
ず
、
契
約
電
力
15
㌔
㍗
の

削
減
に
成
功
し
た
。

　
「
導
入
の
成
果
と
し
て
、

一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

従
業
員
の
意
識
の
変
化
で

す
。
今
で
は
何
の
指
示
を
し

な
く
て
も
、
使
わ
な
い
事
務

所
や
休
憩
室
の
照
明
・
空
調

を
消
し
て
く
れ
る
。
そ
こ
か

ら
波
及
し
て
接
客
の
仕
方
に

も
細
か
な
気
配
り
が
加
わ
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
省
エ

ネ
活
動
は
モ
ラ
ル
教
育
に
も

な
る
ん
で
す
ね
」（
同
氏
）

「
電
力
オ
ー
バ
ー
」＝「
繁
盛
」

そ
の
制
約
を
超
え
た
省
エ
ネ
が

従
業
員
に
も
意
識
改
革
を

東京都国立市谷保 521-3
TEL 042（572）8929
設立● 1999 年 12 月
従業員数● 12 名
業務内容●焼肉レストラン
座席数● 90 席

焼肉レストラン 三千浦（サンチョンポ）

焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
三
千
浦

（2008 年 3 月～ 2009 年12 月）

削
減

削
減9.4%

15kW

試
し
た
結
果
が
「
す
ぐ
見
え
る
」

思
い
描
い
て
い
た
省
エ
ネ
活
動
が

現
実
の
形
に
なって
現
れ
る

削
減25kW

　

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
ペ
ッ
ト

ア
ク
セ
サ
リ
な
ど
、
ペ
ッ
ト

関
連
用
品
全
般
を
取
り
扱
う

卸
売
業
と
し
て
、
全
国
各
地

に
拠
点
を
持
つ
ジ
ャ
ペ
ル
株

式
会
社
。
千
葉
県
印
旛
郡
に

あ
る
千
葉
支
店
は
、
延
べ
床

面
積
４
万
６
５
４
０
坪
と
い

う
ペ
ッ
ト
用
品
卸
業
界
の
中

で
も
国
内
最
大
級
の
倉
庫
を

備
え
た
中
核
拠
点
だ
。

　

こ
の
千
葉
支
店
で
は
約
５

年
前
か
ら
管
理
課
が
中
心
と

な
っ
て
、
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
し
か
し
そ
の
評
価
は

毎
月
送
ら
れ
て
く
る
請
求
書

だ
け
が
頼
り
。
請
求
金
額
が

上
が
る
と
、「
お
そ
ら
く
空

調
の
使
い
過
ぎ
だ
ろ
う
」
な

ど
と
推
測
し
て
、
管
理
課
主

任
の
永
井
博
之
さ
ん
が
率
先

し
て
事
務
所
や
倉
庫
の
空
調

を
手
当
た
り
次
第
切
っ
て
回

っ
て
い
た
。

　
「
そ
れ
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導

入
し
て
か
ら
は
、
数
年
間
自

分
の
頭
の
中
だ
け
で
想
像
し

て
い
た
情
報
が
、
す
べ
て
数

字
で
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
数
値
を
他
の
ス

タ
ッ
フ
と
共
有
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
い
ろ
い
ろ
な
省
エ

ネ
活
動
を
一
緒
に
試
し
、
結

果
を
即
座
に
報
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
」（
同
氏
）

　

試
し
た
結
果
が
即
座
に

「
見
え
る
」。
そ
れ
は
、
空
調

を
一
気
に
稼
働
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
や
、
空
調
の

設
定
温
度
と
室
内
の
体
感
温

度
の
相
違
を
見
極
め
省
エ
ネ

に
つ
な
が
る
適
切
な
設
定
値

を
見
つ
け
る
こ
と
な
ど
多
数

の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て

い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
進
め
、
２
１
８
㌔
㍗
だ

っ
た
契
約
電
力
は
25
㌔
㍗
減

の
１
９
３
㌔
㍗
に
。

　

電
気
の
適
正
な
使
用
方
法

を
見
つ
け
る
こ
と
が
省
エ
ネ

に
結
び
つ
い
た
よ
う
だ
。

管理課主任の永井博之さん。

千葉県印旛郡栄町矢口神明 5-1-1
TEL　0476（85）0112
URL　http://www.japell.com/
設立● 1970 年 8 月
従業員数● 643名（千葉支店157名）
業務内容●ペット関連用品卸

ジャペル 株式会社　千葉支店

ジ
ャ
ペ
ル 

株
式
会
社 

千
葉
支
店

　

贈
答
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

に
使
わ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ル

ー
ト
と
呼
ば
れ
る
薄
手
の
段

ボ
ー
ル
。
株
式
会
社
エ
ー
ス

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
こ
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ル
ー
ト
に
印
刷
や
加

工
を
施
し
、
各
種
紙
器
や
美

装
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
製
造
す

る
企
業
。
段
ボ
ー
ル
原
紙
に

特
殊
樹
脂
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
て
耐
熱
、
耐
水
、
耐
油
さ

ら
に
抗
菌
性
を
高
め
開
発
し

た
「
エ
コ
ー
タ
ー
」
と
い
う

商
品
は
食
品
業
界
で
広
範
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
の
専
務
取
締
役
・
澤

野
敏
裕
さ
ん
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
を
決
め
た
の
は
、
契
約

電
力
を
決
め
る
デ
マ
ン
ド
ピ

ー
ク
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
正
確

に
把
握
し
た
か
っ
た
か
ら
。

原
因
を
突
き
止
め
る
こ
と

で
、
効
率
的
な
省
エ
ネ
を
推

進
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
「
導
入
は
２
０
０
９
年
12

月
末
で
し
た
。
そ
の
翌
日
か

ら
毎
日
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

で
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

の
グ
ラ
フ
を
確
認
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド

ピ
ー
ク
を
確
認
す
る
ま
で
は

何
日
か
か
っ
て
も
見
続
け
る

覚
悟
で
し
た
ね
」（
同
氏
）

　

だ
が
澤
野
さ
ん
の
強
い
覚

悟
に
応
え
る
よ
う
に
、
ピ
ー

ク
は
す
ぐ
に
判
明
。
通
常
70

㌔
㍗
前
後
の
計
測
値
が
12
月

末
〜
１
月
末
の
５
日
間
で
１

３
０
〜
１
４
０
㌔
㍗
前
後
に

な
る
時
間
帯
が
あ
っ
た
の

だ
。
こ
の
時
間
帯
に
共
通
し

て
い
た
の
は
、
イ
ン
ク
を
乾

か
す
た
め
に
使
用
す
る
乾
燥

ヒ
ー
タ
ー
が
同
時
稼
働
す
る

こ
と
。
現
在
で
は
イ
ン
ク
技

術
の
進
歩
で
速
乾
性
が
向
上

し
て
い
る
た
め
、
ヒ
ー
タ
ー

の
同
時
稼
働
は
不
要
だ
と
わ

か
り
、
機
器
の
使
用
を
半
減

さ
せ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
細

か
な
節
電
活
動
を
実
施
し
た

結
果
、
１
５
５
㌔
㍗
の
契
約

電
力
は
１
０
０
㌔
㍗
ま
で

に
。
55
㌔
㍗
も
の
大
き
な
成

果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

不
明
だ
っ
た
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク

「
見
え
る
化
」の
導
入
で

た
ち
ま
ち
原
因
を
究
明

埼玉県幸手市大字木立 1830-12
TEL　0480（48）1413
URL　http://www.acepackage.co.jp/
設立● 1987 年 3 月
従業員数● 120 名（ひばりヶ丘工場 10 名）
業務内容●印刷、紙器製造販売ほか

株式会社エースパッケージ ひばりヶ丘工場

7.8%

55kW

株
式
会
社 

エ
ー
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

ひ
ば
り
个
丘
工
場

　

福
島
県
田
村
郡
に
あ
る
株

式
会
社 

芳
三
工
業
は
、
精

密
板
金
、
複
合
板
金
、
製
缶

フ
レ
ー
ム
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
加
工
な
ど
の
分
野
で

高
い
技
術
力
を
持
つ
企
業
。

そ
の
う
ち
中
田
工
場
は
、
印

刷
機
械
の
カ
バ
ー
な
ど
を
製

造
す
る
精
密
板
金
加
工
を
主

力
と
し
て
い
る
。
２
０
０
７

年
６
月
に
本
社
工
場
と
と
も

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取

得
し
た
環
境
意
識
の
高
い
企

業
で
も
あ
る
。

　

中
田
工
場
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が

導
入
さ
れ
た
の
は
２
０
０
９

年
６
月
。
こ
の
と
き
現
場
担

当
の
佐
久
間
政
春
さ
ん
が
エ

と
い
っ
た
取

り
組
み
を
進

め
た
。
そ
の

結
果
、
契
約

電
力
９
㌔
㍗

削
減
、
使
用

量
も
21
・
９

％
の
削
減
に

成
功
。

　

こ
の
経
験

を
も
と
に
２
年
目
か
ら
は
、

生
産
企
画
部
長
の
鈴
木
弘
修

さ
ん
を
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
佐
久
間
さ
ん
を
含
む
４
名

の
エ
コ
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
、
取
り
組
み
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
「
製
造
業
で
は
電
力
使
用

が
増
え
る
の
は
、
生
産
増
と

も
同
義
で
、
企
業
と
し
て
は

健
全
な
こ
と
。
よ
っ
て
、
不

必
要
な
部
分
の
節
電
を
い
か

に
細
か
く
続
け
る
か
が
大
切

で
す
。
４
名
の
活
動
が
、
会

社
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
と

な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
」（
鈴
木
さ
ん
）　

機
器
増
設
で
も
ピ
ー
ク
抑
制

そ
の
経
験
を
生
か
し

次
は
チ
ー
ム
で
活
動
を
拡
充

削
減

福島県田村郡三春町大字熊耳字中田145-1
TEL　0247（61）2488
URL　http://www.k-hosan.co.jp/
設立●1971 年 12 月
従業員数● 84 名（中田工場 33 名）
業務内容● 精密板金加工ほか

株式会社 芳三工業 中田工場

株
式
会
社 

芳
三
工
業 

中
田
工
場

（2009 年 6 月～ 2010 年1月）

21.9%

削
減9 kW

日本テクノの主力商品「SMARTMETER」（スマートメーター）ERIA（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、福島、埼玉、千葉、東京、静岡、京都、福岡の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

株式会社エースパッケージ ひばりヶ丘工場。モニタを操作する所長の渡部泰行さん。

モニタを操作する店長の河合一充さん。

ＥＲＩＡモニタを操作する専務取締
役の澤野敏裕さん。

制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考

え
、
時
間
を
か
け
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
、
円
滑
で
確
実
に

継
続
で
き
る
省
エ
ネ
活
動
を

模
索
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
一
斉
に
つ
け

て
い
た
空
調
を
時
間
を
ず
ら

し
て
起
動
さ
せ
る
、
お
客
様

の
ラ
ウ
ン
ド
中
に
は
ス
タ
ッ

フ
し
か
い
な
く
な
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
無
駄
な
空
調
や
照

明
を
切
る
、
消
費
電
力
の
大

き
い
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
は
他

の
電
気
機
器
の
使
用
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
稼
働
時
間
を

調
整
す
る
─
─
そ
う
し
た
取

り
組
み
を
「
協
働
体
制
」
の

　

雄
大
な
富
士
山
を
望
む
全

27
ホ
ー
ル
、
パ
ー
テ
ィ
ル
ー

ム
も
備
え
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
、併
設
さ
れ
た
ロ
ッ
ヂ（
３

種
類
）
の
最
大
収
容
人
員
は

58
名
。
株
式
会
社 

朝
霧
高

原
開
発
が
運
営
す
る
朝
霧
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

は
、
ゴ
ル
フ
フ
ァ
ン
な
ら
一

度
は
プ
レ
ー
し
て
み
た
い
人

気
の
ゴ
ル
フ
場
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
に
よ
る
省

エ
ネ
活
動
に
あ
た
っ
て
、
総

務
グ
ル
ー
プ
・
サ
ブ
リ
ー
ダ

ー
の
渡
辺
善
弘
さ
ん
は
「
ゴ

ル
フ
場
は
リ
ゾ
ー
ト
地
。
お

客
様
が
不
快
に
思
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
お
客
様
に
迷
惑
を
掛
け

ず
、
従
業
員
に
も
無
理
を
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

そ
の
た
め
渡
辺
さ
ん
の
と

っ
た
省
エ
ネ
活
動
の
方
針

は
、
現
場
を
よ
く
知
る
各
部

署
の
リ
ー
ダ
ー
と
よ
く
話
し

合
う
こ
と
。「
指
示
」
す
る

の
で
は
な
く
「
協
働
」
の
体

も
と
で
進
め
、
そ
の
成
果
は

毎
月
の
会
議
で
必
ず
発
表
す

る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
ん
な
省
エ
ネ
活
動
が
軌

道
に
乗
っ
て
約
１
年
が
過
ぎ

た
と
き
、
古
く
な
っ
て
い
た

空
調
６
基
を
最
新
の
省
エ
ネ

型
に
入
れ
替
え
た
。

　
「
導
入
費
用
は
約
３
０
０

万
円
で
し
た
が
、
そ
れ
は
１

年
間
の
省
エ
ネ
活
動
で
削
減

で
き
た
額
と
ほ
ぼ
同
額
。
そ

の
た
め
、
す
ぐ
に
稟
議
が
通

り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
士

気
も
上
が
り
、
こ
の
設
備
改

善
で
さ
ら
に
省
エ
ネ
が
進
み

ま
す
ね
」（
同
氏
）

契約
電力

契約
電力

コ
リ
ー
ダ
ー
に
就
き
省
エ
ネ

活
動
を
推
進
し
た
。
だ
が
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
の
わ
ず
か
数
カ

月
後
に
本
社
工
場
か
ら
Ｎ
Ｃ

フ
ラ
イ
ス
３
台
、
旋
盤
２
台

ほ
か
の
生
産
機
器
移
設
が
決

定
。
設
備
増
設
で
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

の
電
力
設
定
値
オ
ー
バ
ー
を

知
ら
せ
る
デ
マ
ン
ド
警
報
が

鳴
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
た
び
佐
久
間
さ
ん
は

工
場
内
を
ま
わ
り
無
駄
に
稼

働
し
て
い
る
機
器
を
チ
ェ
ッ

ク
。
さ
ら
に
担
当
者
と
綿
密

な
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し

警
報
時
に
お
け
る
機
器
稼
働

の
傾
向
を
つ
か
む
と
、
特
定

機
器
の
同
時
稼
働
を
避
け
る

（2010 年 2 月～ 2010 年 3 月）

店長の中村隆史さん。

エースパッケージ

朝霧ジャンボリーゴルフクラブ

食事苑京阪

TOTO

ジャペル

芳三工業焼肉レストラン三千浦

健康住宅

削
減

契約
電力

契約電力

契約
電力

契約
電力

削
減

中
田
工
場
に
結
成
さ
れ
た
エ
コ
チ
ー
ム
の
面
々
。

右
か
ら
佐
久
間
政
春
さ
ん
、
生
産
企
画
部
長
の

鈴
木
弘
修
さ
ん
、
橋
本
さ
ゆ
り
さ
ん
、
佐
藤
清

美
さ
ん
。

電　力
使用量

株
式

会
社 

株式
会社

削
減

電　力
使用量

健
康
住
宅 

株
式
会
社
本
社
。
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※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
22
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問題

常識テスト
答えはネットで

下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

2010 年１０月に名古屋で開催
された「COP10」。この正
式名称は、次のうちどれ？

a
b
c
d

京都議定書第 10 回締約国会議

カルタヘナ議定書第 10 回締約国会議

生物多様性条約第 10 回締約国会議

気候変動枠組条約第 10 回締約国会議

Question
1

2010 年１０月に名古屋で開催
されたCOP10と同時に開催
された「MOP5」。この正式
名称は、次のうちどれ？

a
b
c
d

京都議定書第 5 回締約国会議

カルタヘナ議定書第 5 回締約国会議

生物多様性条約第 5 回締約国会議

気候変動枠組条約第 5 回締約国会議

Question
2

2010 年 11 月に横浜で開か
れたAPEC 首脳会議。この
「APEC」の正式名称は、次
のうちどれ？

a
b
c
d

東南アジア諸国連合

アジア太平洋経済協力

アジア欧州会合

国連環境計画

Question
3

太平洋の特定地域で海面水温
が平年に比べ高くなり、その
状態が１年程度続く現象を何
という？

a
b
c
d

エルニーニョ現象

ラニーニャ現象

ブロッケン現象

ヒートアイランド現象

Question
4

オリジナルメモ手帳 プレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製オリジナル
メモ手帳をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取
り上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」
を明記のうえ、下記あて先までご郵送ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締
め切りは 2011 年 3 月 31 日（木）。当日消印まで有効。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/util/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――

〒 163-0650 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 50 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係

●タテのカギ●
①  お正月の風物詩。さあ、筆

と墨汁を用意して。
②  12 月 31日は大○○○。
③  鳥が飛び、雲が浮かんでい

るところ。
⑥  パナマ、スエズ、キールと

いえば世界三大○○○。
⑦  節分には「鬼は外、福は内」

の掛け声で○○○キ。

●ヨコのカギ●
①  多数の白い小花が霞みたい。

花束によく利用されます。
④  ドレミファ○○シド。
⑤  お飾りのこの花、ビニール

製だ。
⑧  おせち料理は、もう飽きま

した。ラー○○食べたい。
⑨  明けまして○○でとう。
⑩  年賀状に「○○ょう」と書く。

　明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしく
お願いしますね。
　さて皆さんはもう今年の目標を決めましたか。私の今年の
抱負は、「あわてない」生活を送ること。特にばたばたしが
ちな朝の時間ね。それには、早起きが一番よ。
　会社や学校のある人は、朝は大忙しじゃないかしら。でも、
あわてて駅の階段を駆け降りて転んだりしたら大変。皆さん
も今年はちょっとだけ早く起きて、ゆっくり朝食をとってみ
ない？　早く寝て、早く起きることは無駄な電気も使わない
し、省エネにもつながるんですよ。
　１年間、心も身体も余裕を持って、ゆったりとした生活を
送りたいものだわね。

● かたい野菜の芯や葉っぱもすべて細か
く刻んで、おいしくいただいています。

● 電球の傘は小まめに掃除をして、電球
の明かりを効率的に利用しています。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記 WEB サイトでも受
け付けています。

暖房中は、蛍光灯
の上につけてあるフ
ァンを回して上にた
まっている暖かい空
気を循環させています。また、冬は
日が落ちたらなるべく早く雨戸を閉
めて、カーテンも閉めて、太陽で
暖まった空気を逃がさないようにし
ています。 　
　　　 　　（神奈川県・鈴木さん）

今回は
こんな知恵を

提供して
いただきました！

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

　 検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… ⓒ
12 億 8200 万㌧

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… ⓓ
京都メカニズム

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… ⓑ
組織改善

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… ⓐ
氷河湖決壊洪水

不動産業界の変革で
よい家を長く大切に使う社会へ

より長く使う。それは環境保全
の第一歩ともいえることです。
　環境問題への貢献という側面
からも、私は不動産業界全体の
変革に取り組んでいきたいと考
えています。　

　私が 25 歳で独立・起業をし
て、当社の事業をスタートした
とき、わずか３坪の事務所でし
た。そこで、初めて個人のお客
様に不動産の仲介をしたんで
す。以前、不動産会社に勤めて
いたときに業者間の仲介業務は
経験していたのですが、一般ユ
ーザーへの仲介は初めてだった
んです。このとき、誠心誠意努
力して、情報を集め、お客様の
身になって取り組みました。結
果、大変感謝されたんです。
　そこで気づいたのが、多くの
不動産業者は私のようなお客様
本位のサービスではなく、自分
たちの都合に合わせた業界本位
のやり方になっているというこ
と。ならば、私が業界の体質と
は異なる方法でビジネスを展開

していけば、必ず成功すると確
信しました。おかげさまで、現
在では全国に 200 近くの加盟店
があるフランチャイズチェーン
を持つまでに至っています。
　当社が力を入れているものの
一つに中古物件の仲介がありま
す。しかし、日本の中古市場は
欧米に比べ 30 分の１といわれ
る規模。中古物件の流通市場が
貧弱なんです。市場が広がらな
い理由は、日本の建物の評価
が 20 ～ 25 年でゼロになってし
まうという制度上の問題や、そ
もそも長期の使用に耐えられる
つくりを考えていない住宅が多
いなど複数の要因が考えられま
す。そしてその要因の中に、私
は不動産業者の体質もあると考
えています。
　お客様の身になって、より長
く使える中古住宅を提供しよう
とせず、業界本位の考えに基づ
きリスクをお客様に負わせたり
する。そんなことを続けていた
ら中古流通市場の活性化など望
めません。住む家を大切にし、

株式会社 ハウスドゥ
http://www.housedo.co.jp/

代表取締役

安藤 正弘氏

あんどう まさひろ
1965 年、京都府出身。社会に出て
不動産会社に就職。１度目の挑戦で
宅地建物取引主任者（宅建）の試験
に合格するも、バブルの崩壊によるリ
ストラに。その後、両親と共同のブテ
ィック経営などを経て、25 歳で不動
産事業を営む同社をスタート。

経営者の語る

マインドNo.20

かんきょう

リ
ー
ダ
ー
は﹁
原
因
と
結
果
は

必
ず
一
致
す
る
﹂と
肝
に
銘
じ
よ

第二十三回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2010 年 11 月 10 日発行
第 44 号より）

水戸グループの『でんでん・みと情
報』。水戸グループで飼われている猫
のでんでんが、飼い主たちの業務活
動や社会動向、電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
﹃
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
﹄
第
44
号
掲
載
の
電
子

顕
微
鏡
に
つ
い
て
。
で
ん
で
ん
の
飼
い

主
で
あ
る
親
方
た
ち
の
知
識
欲
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
⋮
⋮
。

流
を
流
し
て
磁
場
を
つ
く
り
、
そ
の
中
心
に
電
子

を
通
す
仕
組
み
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
。
そ

し
て
さ
ら
に
、
で
ん
で
ん
君
！
」

　

吾
輩
は
目
を
閉
じ
、
身
動
き
せ
ず
に
丸
ま
っ
て

い
る
。
無
言
の
吾
輩
を
相
手
に
演
説
は
ま
だ
ま
だ

継
続
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
不
思
議
に
も
親

方
の
演
説
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
よ
う
に
思
え
て

き
た
。
吾
輩
は
寒
さ
を
選
ば
ず
に
い
た
判
断
が
正

し
か
っ
た
と
、
ま
ど
ろ
む
頭
の
片
隅
で
考
え
た
。

　

吾
輩
は
、
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼

わ
れ
て
い
る
猫
の
＂
で
ん
で
ん
＂
で
あ
る
。

　

親
方
の
一
人
が
、
上
機
嫌
で
帰
っ
て
き
た
。
ほ

ろ
酔
い
加
減
で
あ
る
。
こ
ん
な
と
き
吾
輩
は
、
静

寂
を
求
め
て
、
夜
の
林
の
中
に
逃
げ
込
む
こ
と
に

し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
っ
そ
り
と
首
を
ひ
ね
り
、

外
の
様
子
を
確
認
す
る
と
、
目
に
し
た
だ
け
で
身

が
凍
え
る
よ
う
な
雪
景
色
で
あ
っ
た
。
吾
輩
は
、

こ
れ
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
親
方
の
演

説
に
よ
る
や
か
ま
し
さ
と
、
縮
み
上
が
る
寒
さ
と

を
天
秤
に
か
け
、「
前
者
が
ま
し
」
と
判
断
し
た
。

　
「
で
ん
で
ん
様
！　

君
は
電
子
顕
微
鏡
の
仕
組

み
を
知
っ
て
い
る
の
か
な
？
」

　

始
ま
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
先
日
、
親
方
た
ち
は

電
子
顕
微
鏡
の
工
場
見
学
を
し
て
き
た
。
そ
こ
で

刺
激
を
受
け
、
手
当
た
り
次
第
に
手
近
な
文
献
を

読
み
あ
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
普
通
の
光
学
顕
微
鏡
で
は
見
え
な
い
ほ
ど
の

小
さ
な
モ
ノ
が
電
子
顕
微
鏡
で
は
見
え
る
よ
う
に

な
る
。
な
ぜ
か
！　

そ
れ
は
、
モ
ノ
に
電
子
を
当

て
て
、
そ
の
電
子
が
反
射
す
る
様
子
か
ら
形
を
解

析
し
た
り
（
走
査
型
）、
電
子
が
モ
ノ
を
通
り
抜

け
た
様
子
か
ら
そ
の
姿
を
導
く
（
透
過
型
）
か
ら

な
の
で
あ
ー
る
。
電
子
を
モ
ノ
に
当
て
る
た
め
に

は
、
電
子
ビ
ー
ム
を
つ
く
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
そ
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
電
子

レ
ン
ズ
な
の
だ
よ
、
君
。
こ
れ
は
、
コ
イ
ル
に
電

光
で
な
く
電
子
を

当
て
て
モ
ノ
を
見
る

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
環
境
問
題
に
関
係
あ
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
南
極
の
上
空
に

穴
が
空
い
て
い
る
…
…
。

（２）
　

あ
る
企
業
の
話
だ
。部
門

の
業
績
悪
化
、社
員
の
退
職

が
相
次
ぎ
部
門
立
て
直
し
の

た
め
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
梶

原
さ
ん
か
ら
本
田
さ
ん
に
変

わ
っ
た
。本
田
さ
ん
は「
営
業

所
に
入
り
愕
然
と
し
ま
し

た
。
５
Ｓ（
整
理
、
整
頓
、
清

掃
、清
潔
、躾
）が
ま
っ
た
く

浸
透
し
て
い
な
い
。
書
類
の

散
乱
、
倉
庫
内
の
商
品
の
積

み
忘
れ
、破
損
、放
置
⋮
⋮
。

規
律
が
緩
み
、
怠
惰
と
無
責

任
が
は
び
こ
る
と
は
こ
の
こ

と
か
と
実
感
し
ま
し
た
」
と

嘆
い
た
。
そ
こ
で
本
田
さ
ん

は
、
ま
ず
営
業
所
内
の
規
律

強
化
か
ら
始
め
た
。
ユ
ニ
ホ

ー
ム
の
身
だ
し
な
み
、
営
業

所
内
の
清
掃
、
ゴ
ミ
の
処
分

方
法
の
変
更
、
車
両
の
清
掃

な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

一
つ
ひ
と
つ
徹
底
さ
せ
た
。

　

前
リ
ー
ダ
ー
の
梶
原
さ
ん

は
、
組
織
の
基
本
を
部
下
が

お
ろ
そ
か
に
し
て
も
、「
こ

れ
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
、

問
題
な
い
」
と
放
置
し
て
、

何
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
の

だ
。
梶
原
さ
ん
は
部
下
に
迎

合
す
る
の
で
は
な
く
、
時
に

は
嫌
わ
れ
て
も
注
意
や
叱
責

を
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
だ
。

　

因い
ん

果が

倶ぐ

時じ

、
原
因
と
結
果

は
必
ず
一
致
す
る
の
だ
。

　

私
は
研
修
で
梶
原
さ
ん
に

対
し
激
し
く
叱
責
し
た
。「
問

題
は
責
任
感
の
な
さ
に
あ

る
。
小
さ
な
問
題
を
放
置
す

る
と
、
段
々
と
大
き
な
問
題

に
な
る
と
い
う
こ
と
が
な
ぜ

わ
か
ら
な
い
の
だ
。
物
事
に

は
す
べ
て
原
因
が
あ
っ
て
結

果
が
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
部

門
は
業
績
ト
ッ
プ
で
、
社
員

も
育
っ
て
い
た
。
な
の
に
、

引
き
継
い
だ
あ
な
た
が
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と

を
や
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

部
下
が
意
欲
を
な
く
し
、
部

門
の
業
績
が
悪
化
し
た
の

だ
」。

　

実
は
本
田
さ
ん
が
こ
の
部

門
を
業
績
ト
ッ
プ
の
部
門
に

し
た
の
だ
。
２
年
前
に
梶
原

さ
ん
と
交
代
。
梶
原
さ
ん
が

担
当
し
た
２
年
間
で
ト
ッ
プ

の
部
門
が
駄
目
な
部
門
に
な

っ
た
。
本
田
さ
ん
が
言
っ
た

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
私

が
以
前
採
用
し
て
育
て
た
６

名
も
や
る
気
、
意
欲
を
ま
っ

た
く
失
っ
て
い
ま
し
た
」。

　

人
間
は
易
き
に
流
さ
れ

や
す
い
。＂
因
果
倶
時
＂
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
人
の
上
に
立

つ
リ
ー
ダ
ー
は
「
原
因
と
結

果
は
必
ず
一
致
す
る
」
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
時
に
は
部
下

に
嫌
わ
れ
て
も
、
長
期
的
な

視
点
に
立
ち
、
部
門
経
営
を

キ
チ
ン
と
す
べ
き
な
の
だ
。
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